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真言宗智山 派と海住山寺 （大谷 ）

　
海

住
山
寺
は

奈
良
時

代
に

聖

武
天

皇
が

東
大
寺
僧
良
弁
（
六
八

九

〜
七

七
三
）

に

命
じ

て

創
建
さ
せ

た

と

も

伝
え
ら

れ

る

が
、

承
元
二

年
（
一

二

〇

八）

の

解
脱

房
貞
慶
（
一
一

五

五

〜
一

二
一

三
）

の

入
寺
を

契
機
に

興
福

寺
末

寺
と

な

り
、

以

後
中
世
・

近
世
を
通
じ

て
、

そ

の

本

末
関

係
が

維

持
さ
れ

て

い

た

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

と

こ

ろ

が

現
在
の

海
住
山

寺
は
、

真
言
宗
智
山
派
に

属
し

て

い

て
、

い

つ

ど

の

よ

う
な

縁
を

得
て

、

興

福
寺
末
寺
か

ら

智
積
院
末

寺
へ

と

変
遷
し

た
の

か
に

つ

い

て

は
、

不
明
な

点
が

多
い

。

　
こ

う
し

た

現
状
に

至
っ

た

要
因
の
一

つ

に
、

近
世
か

ら

近
代
に

か

け
て

の

海
住
山
寺
の

動

向
を

明
ら

か

に

す
る

史
料
の

大

半
が

、

整
理
公

開
の

機
会
に

恵
ま
れ

な
か
っ

た

こ

と

が

挙
げ
ら
れ
る

。

し

か
し
近

年、

海
住
山

寺
に
は

智
山

派
・

智
積
院
と
の

つ

な
が

り
を

示
す
近

世
〜
近

代
の

聖

教
が

多
く
伝
持
さ
れ
て

い

た

こ

と

が

明
ら
か

に

さ

れ
、

智
山

勧
学
会
か

ら
の

研
究
助
成
を

受
け
た

苫

米
地
誠
一

氏

代
表
の

調
査

団
に

よ
っ

て
、

内
容
の

解
明
が
進
め

ら
れ

て
い

る
。

稿
者
は

幸
い

に

も
こ

の

調
査
に

参
加
す
る

機
縁
に

恵
ま
れ

、

そ
の

聖
教
の

内

容
の
】

部
を

知

る
こ

と

が

で

き
た

。

調
査
そ
の

も
の

は
い

ま
だ

継
続
中
で

は

あ
る

が
、

本
稿
で

は

現

在
ま
で

に

明
ら

か

に

な
っ

て

い

る

と
こ

ろ

か

ら
、

海
住

山

寺
が

近

代
に

智
山
派
へ

と

転
向
し
て

い

く
前
段
階
に

、

ど

の

よ

う
な

機
縁
が

存
在
し
て

い

た
の

か

に
つ

い

て

所
見
を
述
べ

た
い

と

思

う
。
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一

　

海
住
山

寺
の

所
属
変
遷

　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
一
）

海
住

山

寺

　

ま

ず
、

中
世

か
ら

近
代
に
か

け
て

の

海
住
山
寺
の

所
属
を

示
す
史
料
を

概

観
し

、

確
認
し

て

お

き

た
い

。

こ

れ
を

ま

と
め

た

も
の

が
以
下
の

図
表
【
A
】

で

あ
る

。

　
【

A．

海
住
山

寺
の

所
属
変
遷
】

海
住
山
寺
が
ど

の

よ

う
に

所

属
を

変
遷
し
て

い

っ

た

か

年
号
（

西
暦）

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

属

史
　
　

　
　

料

承
元
二

年

（
一
二

〇

八）

貞
慶

入
寺
　
↓
　
興
福
寺
末
寺
に

寛
喜
三

年

（
一
二

三

こ

九

条
教
実
の

書
状
に

「

平

等
院
末
寺
山
城
国
国
分
寺
井
海
住
山
寺
」

と

表
現
さ
れ
る

。

「

寛

喜
三

年
七
月
日
関

白
左

大
臣
家
政
所
下
文
写

↑）
」

文
明
元

年

（
一

四

六

九）

七

月
九
日

、

興
福
寺
六
方
末

寺
菩
提

院
方
分
に

「

海
住
山
」

が
挙

げ
ら
れ
る
。

「

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
（
2）

」

寛
永
九

年

（
一

六

三
二
）

興
福
寺
の

末
寺
と

し
て

「

海
住
山
」

が

挙
げ
ら

れ

る
。

「

諸
末
寺
書
状
目
録
（
3

）

」

天
和
四

年

（
一

六

八

四）

二

月、

興
福
寺
「

惣
持
之

末
寺
」

と
し

て

「

城
州
海
住
山
」

が
挙

げ
ら
れ
る
。

こ

れ

ら

末
寺
の

宗
旨
に

つ

い

て

は

「

法
相
宗
二

御
座
候
」

と

あ
り

。

「

興
福
寺
書
上
（

4
ご

宝
永
三

年

（
一

七

〇

六）

正

月、

「

山
城
国
相
楽
郡
瓶
原
庄
内
海
住
山
者、

南
都
興
福
寺
之

末
寺
」

と

自
称

。

「

勧

化
護
摩
道
場
序
（
5）

」

延
享
二

年

（
一

七

四

五）

海
住
山
寺
提
出
の

末

寺
改
帳
で

「

御
寺
務
南

都
大
乘
院
御
門

跡

例
幣
使
料
城

州
相
楽

郡
瓶

原
郷

海
住
山

寺
」

「

真
言
宗
」

と
自

称
。

「

本
末
御
改
帳
（

6）
」
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享
和
三

年

（
［

八

〇

三）

海
住
山

寺
提
出
の

寺
社
改
め

に
対
す
る

書
上
で

「

南
都
興
福
寺
末

城
州
相
楽
郡
瓶
原

郷

海
住
山
寺
」

「

真
言
宗
」

と

自
称

。

「

寺
社
御
改
帳
（
7）

」

明
治
維
新
後

小
野
隨
心
院

末
寺

田

中
稔

「

海

住
山

寺（
8）

」

明
治
二

十
三

年

2

八

九

〇
）

京
都
智

積
院

末
寺

田

中
稔

「

海

住
山

寺
」

　

海
住
山

寺
の

歴
史

が

史
料
的
に

明

確
に

な
る

の

は
、

承
元
二

年
（
一

二

〇

八）

の

貞
慶
の

入
寺
か
ら
の

こ

と

で
、

そ

れ

以

前
に
つ

い

て

は
、

同
時
代
史
料
の

少
な
さ
か

ら

よ

く
わ

か
っ

て

い

な
い

。

し

か

し
貞
慶
入
寺
以
降

、

海
住
山
寺
は

興
福
寺
の

影
響
下

に

あ
っ

た

こ

と

は

様
々

の

文
献
か

ら

よ

く
知
ら
れ
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

し
か

し
一

方
で

関
白
九
条
教

実
が

「

平
等
院
末
寺
山
城
国
国
分
寺
并
海

住
山

寺
住

僧
」

に

宛
て

た

「

寛
喜
三

年
七

月

日

関
白
左
大
臣
家
政

所
下

文
写
」

に

よ
っ

て
、

寛
喜
三

年
（

＝
一
三
一
）

に

は

宇
治
平

等
院
の

末

寺
で

あ
っ

た

こ

と

も

知

ら

れ

る
。

田

中

稔
氏
は
こ

の

史
料
に

触
れ

て

「

海
住
山
寺
は

、

興

福

寺
を

本
寺
と

す
る
一

方
で

、

滋
賀
園
城
寺
に

属

す
る

平
等

院
の

末
寺
で

も

あ
る

と

い

う
二

重
の

本
末
関
係
を

持
っ

て

い

た
」
、

「

あ
る

い

は

貞
慶
入

寺
以
前
に

は
、

当

寺
は

平
等
院
の

末
寺
で

あ
っ

た

が
、

貞
慶
の

入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
9）

寺
に

よ
っ

て

興

福
寺
と

の

関
係
が
生
ま
れ

、

や

が
て

そ
の

方
が
よ

り
強
い

も
の

と
な
っ

て
い

た
」

と

解
釈
さ

れ

て
い

る
。

　
い

ず
れ

に

し
て

も
、

海
住
山
寺
が

貞
慶

入
寺
以

来
興
福
寺

末
寺
で

あ

り
続
け
た

こ

と
に

違
い

は

な
い

よ

う
で

、

享
和
三

年
2
八

〇

三）

に

至

る

ま
で

、

自
他
と

も
に
一

貫
し
て

興
福

寺
末
寺
を

名

乗
っ

て

い

た

こ

と

が

史
料
か

ら

明
ら

か

で

あ
る

。

ま
た

天

和
四

年
（
一

六
八

四）

の

「

興
福
寺
書
上
」

に

よ

れ

ば
、

興
福
寺
側
は

海
住
山
寺
を

含
む

末
寺
全

て

が
法
相
宗
で

あ
る

と
い

う
認
識
を

持
っ

て

い

た

こ

と
が

わ
か

る
。

　

そ
の

後
の

海

住
山
寺
の

動
向
に
つ

い

て
、

田
中
稔
氏
は

、

明
治

年
間
に

編
纂
さ

れ

た

と
い

う
『

海
住
山

寺
史
材

料
』

を

典
拠
と

し
て

、

興

福
寺
の

衰
退

を

き
っ

か

け
と
し

て

「

明
治

維
新
後
は

法
相
宗
を

離
れ

、

小
野
随
心
院
に

属
し

、

全
く
の

真
言

宗
寺
院
と

な
っ

た
。

（
中

略
）

そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10）

し

て

明
治
二

十
三

年
京
都

智
積
院

末
寺
と

な
り、

真
言

宗
の

寺
院
と

し
て

今
日
に

至
っ

て

い

る
」

と

紹
介
し

て

い

る
。

つ

ま
り

、

亠

ハ

百
年
以

上

の

長
き
に

わ

た
っ

て

興
福
寺

末
寺
と
し

て

法
相
宗
を
標

榜
し

続
け
た

海
住
山
寺
は

、

明
治
期
の

廃
仏
毀
釈
の

影
響
を

受
け
て

真
言
宗
へ

の

移
行
を
余
儀
な

く
さ
れ
た

、

と

解
釈
さ

れ

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。
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し

か

し

実

際
に

史

料
を

見
て

い

く
と

、

延

享
二

年
（
一

七

四

五
∀

に

出

さ
れ

た

「

本

末
御

改
帳
」

に

お
い

て

も
、

享

和
三

年
に

出
さ

れ
た

「

寺
社
御
改

帳
」

に
お

い

て

も
、

海
住
山
寺
は

、

興
福
寺
の

末
寺
で

あ
り
な
が

ら

「

真
言
宗
」

で

あ
る

こ

と

を

標

榜
し

て

お

り
、

明
治

期
に

突
然
真
言
宗
へ

の

鞍
替
え
を
し
た

の

で

は

な

く
、

そ
れ

以

前
か
ら
真
言
宗
と

の

親
和
性
を

感
じ

て

い

た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
11）

　
こ

れ

ら

の

史

料
に

先
行
す
る

享
保
七

年
（

一

七

二

二
）

七

月
に

発
布
さ
れ

た

「

大
乗
院
御

門
跡
坊

官
指
出
候

法
度
書
」

は
、

興
福

寺
大

乗
院

と

そ
の

末
寺
に

関
す
る

十
二

箇
条
か

ら

な

る

法
度
で

あ
る

が
、

こ

の

第
十
二

条
に

は

「

一
、

末
寺
之
内

、

真
言
宗
に

は

…
」

と

「

真
言

宗
」

を

標
榜
す
る

末

寺
に

対
す
る

取
り
決
め

が

述
べ

ら

れ

て

お

り
、

興
福
寺
の

末
寺
で

あ
り
な
が

ら
、

法
相
宗
で

は

な
く

真
言
宗
を

名
乗
る

寺
院

が
こ

の

頃
か

ら

す
で

に

あ
っ

た
こ

と
が

わ

か

る
。

お

そ

ら

く
そ
の
一

つ

が

海
住
山

寺
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
、

こ

の

場
合
は

、

興
福
寺
の

法

度
が

適
用
さ

れ

な

が
ら

、

寺
内
の

宗
学
は

法
相
よ

り
も

真
言
が

学
ば
れ

る

環
境
に

あ
っ

た

と

考
え
て

よ
い

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　
以
上

の

こ

と

か

ら
、

遅
く
と

も

延
享
二

年
の

時
点
で

は
、

海
住
山

寺
住
侶
の

自
覚
と

し

て

は
、

寺
内
の

宗
学
は

法
相
や

律
で

は

な
く

真
言

に
よ

っ

て

い

て
、

ま
た

興
福
寺
側

も
そ

れ

を

認
識
し

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

（

二
）

近

世

海

住
山

寺
の

子
院
・

末

寺

　
ま
た

海
住
山
寺
が

真
言
宗
を
明
確
に

自
称
す
る

十
八

世

紀
頃、

海
住
山

寺
の

子

院
・

末
寺
も
ま
た

、

多
く
は

真
言
寺
院
で

あ
っ

た
こ

と

が

当
時
の

史
料
か
ら

明
ら

か

で

あ
る

。

　
海
住
山

寺
は

以

前
に

述
べ

た
よ

う
に

、

延
享
二

年
に

「

本
末
御

改
帳
」

を

提
出
し

て
い

る
。

こ

の

時
に

海
住
山

寺
の

末
寺
と
し

て

名
前
が

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
12）

挙
が

る

子

院
．

末

寺
を

挙
げ
連
ね

、

こ

の

う
ち
寛

保
二

年
（
一

七
四

二
）

に

成
立

し

た

「

瓶

原
古
今
志
」

に

紹
介
さ

れ

て

い

る

海
住
山
寺
子
院

　
　
　

　
　
　

　
　
（
13）

の

末
寺
の

宗
旨
を

示
す
と

、

以
下
の

図
表
【

B
】

の

よ

う
に

な
る

。
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真言宗智山派 と海住山 寺 （大谷〉

【

B．

延
享
二

年
時
点
の

海
住
山

寺
末
寺
・

子
院
・

子
院
末

寺
等】

海
住
山

寺
末
寺
名

子

院

名

子
院
末
寺
名〔
14）

末
々

寺

名

宗

旨

長
福
寺

箔
渓
寺

摩
尼
珠
院

称
念

寺
（

正

念

寺）

真
言
宗

大
門
坊

阿
弥
陀

寺

雲
善
坊

真
言
宗

大
雲

寺

真
言
宗

池
之
坊

仏
生

寺（
仏

性

寺）

律
院

西
之
坊

田
福
寺

西
方
院

宝
筐
院

西
念
寺

真
言
宗

大
福
寺

真
言
宗

蔵
之

坊

東
福
寺

栢
森
寺

花
覚
庵

宝
蔵
院

不
動
院
（
坊）

奥
之

坊

　
こ

の

よ

う
に

子
院

等
の

多
く
は

真
言
宗
と

認
識
さ
れ

て
い

て
、

興
福
寺
の

宗
旨
で

あ
る

法
相
宗
と

さ
れ

る

と
こ

ろ
は

見
当
た

ら

な

い
。

海
住
山

寺
は

戒
律
道

場
と

し
て

貞
慶
に

よ
っ

て

再
興
さ

れ

た

が
、

子
院
の

う
ち
「

律
院
」

と

さ
れ

る

の

も
一

箇
院
の

み

で

あ
る

。

し
か

も
唯
一

「

律
院
」

と

紹
介
さ
れ

て

い

る

仏
生
寺
に

は
、

以

下

の

よ

う
な

説
明
が

な
さ
れ
る

。

　
　
　

光
地

山

号
月

輪
山
、

仏
性
寺
と

云
り

、

又
俗
に

山
の

寺
と

云
り

、

光

地

山
ハ

本
字

柑
子
山
也
、

（
中
略）

当
寺
は

海
住
山

池
之

坊

末

寺
也
、

本
尊
薬
師
如
来

、

当
寺
の

鎮

守
、

清
瀧

権
現
の

小
社

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
マ

マ
）

は

当

住
の

勧
請

、

今
律
院
也

、

開
基

年
代

　

断
日
、

当
住
法
忍
律
師
ハ

当
郷
の

出
生

也
、

直
弟
寂
澄

師、

元
文
二

年
の

比
、

若
年
に

し

て

学
力

有
り

、

密
門
継
明
録
二

　
　
　

　
　
　
　

　
（
戊
〉

巻
述

作、

元
文
三

年
戌
ノ

午
ノ

冬
よ

り
板
行
に

出
る

也
、

　
（
「

瓶
原

古
今
志
」

三

の

巻
（
『

加
茂
町
史
』

第
四

巻
　
資
料
篇
1、

三

　
三

八
〜
三
三

九

頁
ご

こ

の

記

事
か

ら
、

当

時
仏
生

寺
は

法

忍
律
師
が

住
持
し

た

律
院
で

あ
り
、

彼
の

直
弟
で

あ
る

寂

澄
は

真

言
密
教
に

つ

い

て

の

著
作
で

あ
る

『

密
門

継
明
録
』

を

著
し

た

密
教
の

研
究
者
で

あ
っ

た

こ

と
が

わ

か
る

。

つ

ま

り
仏
性
寺
は

、

律
院

と
い

う
形

式
を

採
っ

て

い

る

も
の

の
、

1ユ7

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報 第六十二 輯

寺
院
内
で

は

真

言
密
教
の

伝
授
が

さ

か

ん

に

行
わ

れ

て

い

た

様
子
を

推
知
す
る

こ

と

が
で

き
る

。

　

後
に

述
べ

る

よ

う
に

、

享
保
の

こ

ろ
、

こ

の

瓶
原
の

地

域

で

は
い

く
つ

か

の

寺
院
が

律
院
と

し
て

復
興
さ
れ

て

い

る
。

そ
こ

で

の

僧
侶
の

生

活
自
体
は
、

持
律
を

重
ん

じ

た

律
院
と
し

て

の

体
裁
を

整
え

た

も
の

だ
っ

た

と

考
え
ら
れ
る

が
、

一

方
で

そ
こ

で

は

密
教

事
相
の

授

受
が

多
く
な
さ

れ

て
い

た
よ

う
で

、

当

時
の

律
院
は

持
律
道
場
と

し

て

よ

り
も
持
律
の

僧
に
よ

る

真
言
密
教
道

場
と

い

う
性
格
が

強
か
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

延
享
二

年
時
点
の

海
住
山

寺
は

そ
の

子
院
末
寺
な

ど

も
ふ

く
め

、

す
で

に

真
言
化
が

極
ま
っ

て

い

た
と

表
現
し

て

よ

く
、

貞

慶
中
興
当
初
の

目
的
で

あ
っ

た

戒
律
研
究
道
場
と

し
て

の

機
能
は

史
料
上

か
ら

う
か
が

う
こ

と

は

で

き
な
い

。

二

　
海
住
山
寺
に

お

け
る

解
脱
房
貞
慶
の

遺

誠
厳
守
の

歴
史
と

そ
の

崩
壊

（
一
）

解
脱
房
貞
慶
の

遺
誠
と

そ
の

継
承

　
海
住
山
寺
に

お

け
る

修
学
の

理
想
に
つ

い

て
、

貞

慶
の

後
を

継
い

で

海

住
山
寺
の

第
二

世
と

な
っ

た

覚
真
が
、

貞
永
元
年
（
一

二

三

二
V

五

月
に

定
め

置
い

た

「

請
被
賜
先
師
上

人

門
徒
御
證
判
限
永
代
定
置
」

の

第
一

条
に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　
　
一

、

当
山

修
学
事

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

賓
力）

　
　
右

、

此

処
可
学
戒
律
之
由

、

先
師
慇
懃
教
命
也

、

其
内
梵
網
経

、

太
賢

師
古
迹

記、

四

分
戒
本

、

定
賞
疏

、

殊
可
依
学
之

由
、

覚

真
親

　
　
蒙
教
命

、

仍
自
彼
入
滅
之

年、

或
講
読
之

、

或
論
談
之
、

已
送
多
星
霜

了
、

此

外
心
経
幽
賛

、

雖
不
蒙
別

命、

現
存
之

時
、

書
心

経
千

　
　
巻

、

安
本
仏
内
陣

、

写
諸
宗
章
疏

、

留
置
彼
禅
室

、

定
有
所
存
歟

、

其
上

依
興
福
寺
別

当
権
僧
正

之

勧
進
、

講
之

談
之

、

尚
所
任

先
師

　
　
之

素
意
也

、

初
冬
読
観
音
品
玄

賛
者

、

先
師
現
存
時
始
行
之

、

秋
翫

菩
薩
戒
品
、

夏
談
心
経
幽
賛

、

仲
春
自

遠
忌
日

、

講
比

丘

戒

本、

　
　
惣
而
言
之

、

四

季
四
度
談
義

、

皆
任
先
師
之
素
意

、

此
外
毎
月
三

度
講

間
者、

愚
僧
始

行
之

、

以

四

度
之

談
義

、

雖
知
法
門
之

大

綱、

　
　
非
決
択

者
、

難
捜

彼
幽
旨

故
也

、

頗

雖
非
片

山
幽

楼
之

行
儀

、

豈

如
射

的
蹴

鞠
之

放
遊

、

故
四

度

談
義

、

三

度

講
演

、

永
莫
改

転、
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（
後
の

二

箇
条
は

略
す、

（

書
き
下

し
）

】
、

「

海
阜
遺
編
」

所
収
（

『

加
茂
町
史
』

第
4
巻
　
資
料
編
1
、

 
頁）

当
山
修

学
の

事
。

 
右、

此

処
に

戒

律
を

学
ぶ

べ

き
の

由、

先

師
〔
11

貞
慶）

慇
懃
の

教

命
な

り
。

そ
の

内
『

梵
網
経
』

、

太

賢

師
の

『

古

迹
記
』

（
太

賢
『

梵
網
経
古
迹
記
』

）

、

『

四

分

戒
本
』

、

定
賓
の

『

疏
』
（

定
賓
『

四

分
比
丘

戒
本

疏
』）
、

く
教
命
を
蒙
る

。

よ

っ

て

彼
の

入

滅
の

年
よ

り、

或
い

は
こ

れ

を

講
読
し

、

或
い

は
こ

れ

を

論
談
し
て
、

 
こ

の

外
『

心

経
幽
賛
』
（
11

基
撰
『

般
若
波
羅
蜜
多
心
経

幽
賛
』

）

は
、

別
命
を

蒙
ら

ず
と
雖
も

、

仏
の

内
陣
に

安
じ

、

諸

宗
章
疏
を
写
し
て

、

彼
の

禅
室
に

留
置
す

。

定
ん

で

所
存
有
る

か
。

そ

の

上
、

　
　

　

　

殊
に

依
学
す
べ

き
の

由
、

覚
真
親
し

　
　

　

　
す
で

に

多
く
星
霜
を

送
り
お
わ

ん
ぬ

。

（

貞
慶）

現
存
の

時
、

『

心
経
』

千
巻
を
書
い

て
、

本

　
　

　

興
福
寺
別
当
権
僧
正
の

勧
進
に

依
り
て

、

真言宗智山派 と海住山寺 （大谷）

こ

れ

を

講
じ
こ

れ

を

談
ず
る

は
、

な
お

先
師
の

素
意
に

任
せ

る

所
な

り
。

団
初
冬
に

『

観

音
品
玄
賛
』

（

11

基

撰
『

法
華
経
玄

賛
』

の

観
音
品）

を

読

　
　

む
は
、

先
師
現
存

時
に

こ

れ

を

始
行
す

。

秋
に

は

『

菩

薩
戒

品
』

（

11
『

梵
網
経
』）

を
翫
び

、

夏
に

は

『

心

経

幽
賛
』

を

談
じ
、

仲
春
の

遠

忌
日
よ

　
　

り
、

『

比
丘

戒
本
』

↑
『

四

分
比
丘

戒
本
』）

を
講
ず

。

惣
じ
て

こ

れ

を
言
わ
ば
、

四

季
四

度
談
義
な

り
。

皆
先
師
の

素
意
に

任
す

。

こ

の

外
毎
月
三

　
　

度
の

講

問
は
、

愚

僧
こ

れ

を

始
行
す

。

四
度
の

談
義
を
以
て

、

法
門
の

大
綱
を

知
る

と

雖
も、

決
択
に

あ
ら

ず
ん

ば
、

彼
の

幽
旨
を
捜
し

難
き
が

　
　

故
な
り
。

頗
る

片
山
幽

楼
の

行
儀
に

非
ず
と

雖
も

、

豈
に

射
的

蹴
鞠
の

放
遊
の

如
く
せ
ん

や
。

故
に

四

度
談
義、

三

度
講
演

、

永
く
改
転
莫
か
ら

　
　

ん
こ

と
を

。

　
こ

れ
に

よ

れ

ば
貞
慶
は

、

『

梵

網
経
』

と

太

賢
撰

『

梵
網

経
古
迹

記
』

、

『

四

分
戒
本
』

と

定
賓

撰
『

四

分
比
丘

戒
本
疏
』

を

海

住
山

寺
で

学
び

続
け
る

よ

う
遺
誠
し
て

お

り
（
傍
線
部
 
）

、

ま

た

覚
真
は

貞
慶
の

生

前
の

思
い

の

継
承
の

た

め

に
、

基

撰
『

般
若

波
羅
蜜
多
心
経
幽

賛
』

（
以

下

『

心
経
幽

賛
』

と

略）

の

講
学
を

誓
い
（
傍
線
部
 ）

、

春
の

貞
慶
の

遠
忌
日

か

ら

『

四

分
戒
本
』

を
、

夏
に

は

『

心
経
幽

賛
』

を
、

秋
に

は

『

梵

網
経
』

を
、

冬
に

は

基
撰

『

法
華
玄

賛
』

の

観
音
品
を
談

義
す
る
、

「

四

季
四

度
談
義
」

の

設
置
（

傍
線
部
 
）

を

定
め

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

　
こ

の

よ

う
に

覚
真
に
よ
っ

て

定
め

ら

れ

た

海
住
山

寺
の

修
学
の

あ
り

方
は

、

実
に

永
正

年
間
頃
（

一

五
〇
四

〜
一

五

二

〇
）

ま

で

忠

実
に

護
ら

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　（
15）

れ

て

い

た

こ

と

が
、

以
下
七

点
の

智
積
院
新
文
庫
所
蔵
海
住
山
寺

由
来
聖
教
か

ら

判

明
し

て

い

る
。

　
1．
『

四

分
比
丘
戒
本
』
（
27
函
4
号）

　
2．
『

梵
網
古
迹

鈔
』
（
39
函
13
号
）
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3
　
『

梵
網
経

古
迹
要

義
鈔
』

（
39
函
24
号）

4
．

『

梵
網
経

古
迹
要

義
鈔
』

（
39
函
25
号）

5
．

『

梵
網
経

古
迹
補

忘
抄
』

（
39
函
6
号）

6
．

『

梵
網
経

古
迹
補

忘
抄
』

（
39
函
7
号）

7．
『

般
若
波

羅
蜜

多
心

経
幽
賛
巻
下
』
（
22
函
7
号）

こ

れ

ら
は

い

ず
れ

も
十
五
世
紀
末
か

ら

十
六

世
紀
中
葉
に

か

け
て

海
住
山
寺
で

書
写
・

伝
持
さ
れ
た

こ

と

が

わ

か

る

識
語
を

有
し

て
い

て
、

中
世
末
期
海

住
山
寺
に

お

け
る

修
学
の

実
態
を

表
し

て

い

る
。

残
念
な
が

ら
こ

れ

ら

の

典
籍
が
現
在
智
積
院
に

収
め
ら

れ
て
い

る

経
緯
を

示

す
伝
持
識

語
は

見
当
た
ら

ず
、

い

つ

ご

ろ

智
積
院
に

収
め

ら

れ

た

の

か

に
つ

い

て

は

不
明
で

あ
る

が
、

新
文
庫
の

他
の

聖
教

類
の

年
代
か

ら

考
え
て

江

戸
初
期
頃
ま
で

に
は

智
積
院
に

あ
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。

　
こ

れ

ら

智
積
院
新
文

庫
に

収
め

ら

れ

た

海
住
山

寺
由
来
の

聖
教
類
は

、

以
上

に

挙
げ
た

よ

う
に

四
分
律
・

梵
網
戒
、

そ
れ
に

貞
慶
が

生

前

に

よ

く

誦
し

て

い

た

と
い

う
『

般
若
心

経
』

を

法
相
宗
祖
で

あ
る

慈
恩
大
師
基
が

注
釈
し
た

『

心
経
幽
賛
』

の

い

ず
れ

か
に

関
係
す
る

も
の

で

あ
っ

て
、

こ

れ
ら
を
み

る

限
り
十
六

世

紀
中
頃
ま
で

は
、

海
住
山
寺
は

貞
慶
の

遺
誠
を

厳
守
し
て

戒
律
道
場
と

し

て
の

体
裁
を

保
持
し
て

い

た

も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

も
ち
ろ

ん

智
積
院
側
が

海
住
山
寺
か

ら

戒
律
関
係
の

聖
教
だ

け
を
抽
出
し
て

持
ち
帰
っ

た

可

能
性
も
十
分
考
え

ら
れ

る

が
、

た

と

え
そ

う
で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

こ

れ

だ

け
の

戒
律
関
係
聖
教
が

十
六
世
紀
中
葉
に

至
る

ま
で

海
住
山
寺
内
で

書
写
さ

れ
続

け
た

事
実
を

鑑
み

れ

ば
、

そ
こ

で

熱
心

に

戒
律
が

学
ば

れ

て

い

た
こ

と
は

明
白
で

あ
ろ

う
。

　
　
　

　
（
16）

　
「

海
阜
遺
編
」

前
篇
に

は
、

以

上
の

智

積
院

所
蔵
聖

教
が

書
写
・

伝

持
さ

れ

た

明
応
・

永
正

頃
（

一

四

九
二

〜
一

五

二

こ
、

海
住
山
寺
に

住
し

て

い

た

九

十
一

人
の

僧
と
六
十
一

人

の

在
家
信
者
の

名
が

残
さ
れ

て

お

り
、

当
時
海
住
山
寺
が

多
く
の

子
院
を
有
す
る

戒

律
研
究
の
一

大
拠

点
と

し

て

寺
院
史
上

最
高
の

繁
栄
を

極
め

て

い

た
こ

と

が

わ

か

る
。

　
　
　

　
百
四

代
後
土

御
門
御
宇

、

明
応
・

永
正

頃
居
住
人
々

　
　
　

　
　
　
　

　
池

　
　

宝

筐

院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地

蔵

院

　
　
良
慶
○
清
尊
0
宗
英
○
実
守
○
慶
俊
○
慶
智
○
光
継
○
空
盛

○
慶
弘
／
慶
実
○
尭
継
○
英
重
○

英
弁
○
英
智
○
本
寂

○
良
実
○
空

弘
O
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宝
筐
院

　
十
輪

院

　

　
　

　

　

中
尾
坊

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

乾
坊

　
　

実
仙
／
空

範
0
盛

範
○
阿
順
○
浄
宗
○
聖

恩
○
長
善
○

長
観
○
円

尭
○

教
覚
○

尊
浄
○
宗
恩
○
順
識
○
浄
順

0
順
円
○
順
実
○

尭
円
○

　
　
　
　
　
　
　
　
中
坊

　
　

明

賢
○
宗

覚
／

定

禅
○
宗
俊
0
尭
識
○
浄
蓮

○
識

音
○

宗
賢
○
良
泉
○

賢
覚
○

尭
順

／
真
観
○

尭
禅
○
現

長
○
順
観
○
善
行
0
定
光
O

　
　

善

定
O
順

賢
○
実

俊
／

浄
恩
○
順

教
0
明
舜
○
識

舜
○
俊
善
○
浄
円
○
円

俊
○

覚
舜
0
順

誓
／
重
禅
観
乗
○

春
教
○
円
禅
○
賢
意
O
円

　
　

賢

○
順

明
○
行
順

○
良

観
○
教
貫
／
教
賢
○

浄
教
○
実
禅
○

真
賢
0
善
明
○

春
宗
○

定
識

C
浄
栄
覗

瓧
乳

＋

／
松
喜
久
○
藤
石
○

長
松

　
　

○
千
代
満
○
藤
童
0
今
若
0
千
代
童
○
春
松
／
春
熊
〇
二

郎
O
熊
○
亀
○

興
円
○
明
舜
○
宗
賢
○
甚
朝
0
千
代

松
○
食
堂
／
新
左

衛
門

　
　
　
西

蔵
院
ノ

藤

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久

保

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

坊

　
　

〇
六

郎
〇
三

郎
○
藤
若
○

聟
〇
二

郎
○
孫
大
郎
○
順
道
／
二

郎
大
郎
○
円
俊
○
大
郎
四

郎
〇
二

郎
太
0
円
徳
○
亀

石
0
杉
○
吉
禅
／

道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

尾

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　

　
　

　
　
同

　
　

善
○
辰
○
源
六
〇
石
0
善
阿
弥
○
道
金
○
正

覚
○
入
道
○
大
郎
○
左
近
／
行
春
〇
三

郎
○
助
〇
二

郎
○
小
次
郎
0
聟
四

郎
0
弥
三

郎
○

　
　

礫
／
金

道
・

鐵
石
・

欝
石
・
左
衛
門
・
五

郎
・
勲

磯
・

譜
・

霧
汐

雖
紫
卜

二

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
『

加

茂
町

史
』

第
四

巻
　
資
料
篇
1
、

＝
二

五

頁
）

こ

こ

に

名
の

挙
が
っ

て

い

る

幾
人

か

は
、

智
積
院
所
蔵
聖

教
の

伝
持
者
と
し

て

名
が

挙
が
っ

て

お

り、

智
積
院
関
係
者
が
戒

律
研
究
所
と

し

て

栄
え
て

い

た

海
住
山
に

伝
持
さ

れ

た

聖

教
の

中
で

も
、

特
に

由

緒
の

あ
る

も
の

を
、

し

か

も
海
住
山

寺
が
一

番
勢
い

の

あ
る

時
代
の

教

学

を

示
す
も
の

を

収
集
し
た

こ

と

が

推
測
で

き
る

。

（

二
）

海
住
山

寺
の

没
落
と

真
言
化

　
と

こ

ろ

が

『

海
阜
遺
編
』

続

編
に

収
め

ら
れ

た

「

海
住
山
寺
旧
記
」

の

記
述

に

よ

れ

ば
、

「

天
正

年
中
信
長
公

時
代
寺
領
落
、

此
ノ

時
四

　
　
　
　
　
　
（
17）

十

坊
住
侶
等
退

転
」

と

あ
っ

て
、

天

正

年
中
（
一

五

七

三

〜
一

五

九
二
）

ま
で

の

わ

ず
か
半

世
紀
余
り
の

問

に

多
く
の

子
院
が

没
落
し

た
こ

と

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
18）

わ
か

る
。

ま
た

「

天
正

十
七

年
（

中
略）

海
住
山
住
侶
十
人

余
」

と
、

そ

こ

に

留
ま
る

僧
侶
も
一

挙
に

少
な

く
な
っ

て

し

ま
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

こ

の

時
没
落
し

た

子

院

に
つ

い

て
、

寛
保
二

年
（
」

七
四
二
）

編

集
の

「

瓶
原

古
今
志
」

五

之
巻
に

収
録
さ
れ

た

「

寺
中
の

記
」

に

は
、

よ

り

詳
細
な

説

明
が
な
さ

れ

て

い

る
。

　
　
　
　
寺
中
の

記
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当
山

の

寺
中

、

中
興
開
山
解
脱
上

人
、

法
相
宗
に

し
て

律
学
有
リ
、

院
、

其
後
年
を

経
て

れ
い

落
し
て

、

す
て

に

当

時
は
十

余
院
な

り、

た
い

て

ん

の

寺
院
を
記
ス

、

　

十
輪
院

　
千
手
院

　
新
坊

　
　
向
之
坊

　
実
報
院
　
如
意
輪
院

　

弥

勒
院

　
脇
之

坊
　
中
之
坊

　
地
蔵
院

　
西

蔵
院
　
奥
之
坊

　

塔
之

坊
　
北

本
坊
　
梅
本
坊
　
谷
之

坊
　
下

之

坊
　
上

之
坊

　

東
之

坊
　
水
下

坊

　
乾
之

坊
　
窪
之

坊
　
南
之

坊
　
泉
蔵
坊

流

を
し

た
ひ

来
る

僧
侶
、

草
庵
を

結
て
一

寺
と

す
、

故
に

八
拾

余

し

か

れ

と
も
い

ま
た

永

禄
・

天
正

の

比
ま

て

四

十
余
院
有
り

、

今

客
坊

北
之

坊

岩
本
坊

尾
崎
坊

中
尾

坊
　
住
心

院

五

大
院

　
湯

屋
房

山

之

坊
　
辻
之

坊

松
之

坊

　
井
之
坊

　

　

右
の

寺
院

、

天

正

の

末
天
下

御
検
地
の

時
よ

り
、

俄
に

め
つ

ほ

う
し
て

、

今
の

寺
院
斗
と
な

れ
り
、

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

「

瓶
原

古
今
志
」

三

の

巻
（
『

加
茂
町

史
』

第
四

巻

　
資
料
篇
1）
三

五
九

頁
、

傍
線
は

大
谷
に

よ
る

。

以

下
も
同
様

。）

こ

の

記
事
に

よ

れ
ば

豊
臣
秀
吉
に

よ
っ

て

行
わ

れ

た

太
閤
検
地
の

頃
か
ら
一

挙
に

退
転
し
て

い

っ

た

こ

と

が

わ
か

る
。

あ
る
い

は

太
閤
検
地

に

よ
っ

て
、

そ
れ
ま
で

海
住
山
寺
を

成
り
立

た

せ

て

い

た

荘
園
と

の

土
地
所

有
関

係
が
解
消
さ
れ
た
こ

と

に

よ

る

経
営
難
が

没
落
の

要
因
で

あ
っ

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

「

海
住
山

寺
旧

記
」

に

は
、

　

　
一

、

西

方
院
0
奥
ノ

坊
○
弥
勒
院
○
脇
ノ

坊
已

上

四

ケ

寺
検
地
以

後
退

転、

高
五

拾
四

石
余
ノ

内
、

貳
拾
石
余
ノ

田

畠
山
二

沽
却
ス

、

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（
『

海
阜
遺
編
』

、

『

加
茂
町
史
』

第
四

巻

　
資
料

篇
1、
一

五
一

頁）

と

あ
っ

て
、

検
地
以

降
没
落
す
る

子
院
が

相
継
ぎ

、

半
分
近

く
の

土
地
を

売
り
払

う
こ

と

と

な
っ

て

お

り
、

そ
の

困
窮
の

程
を

う
か

が
い

知

れ
る
。

　

こ

う
し

て

衰
退
し

て

い

っ

た

海
住
山

寺
は

、

檀
家
制
度
の

採
り
入
れ

に

よ
っ

て

存
続
を
図
ろ

う
と
し

た

よ

う
で

、

天
正

年
中
頃
か
ら

瓶
原

九
郷

の

村
民
を

檀
家
と

し

て

い

た
こ

と
が

「

海
住
山
寺
旧

記
」

に

記
さ
れ

て

い

る
。

　

　
一
、

瓶
原
九
郷
ノ

人
々

、

男
女
不
残

、

海
住
山
ノ

檀
那

、

真
言
宗

、

例
年
従
　
公

儀
宗
門
改
ノ

帳
二

加
判
ハ

、

天
正

年
中
ヨ

リ
、

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

（

『

海

阜
遺

編
』

、

『

加
茂
町
史
』

第
四
巻
　
資
料
篇
1
、

一

五
一

頁
）
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こ

こ

で

注
目
し

た
い

の

は
、

海
住
山
寺
が
す
で

に

「

真
言
宗
」

と
さ

れ
て
い

る

点
で

あ
る

。

こ

の

記
事
を

掲
載
し

た

「

海
住
山

寺
旧
記
」

の

成
立

年
は

不

明
で

あ
る

が
、

こ

の

記
事
に

出
て

い

る

「

宗
門
改
ノ

帳
」

は
、

寛
文
四

年
（
一

六

六
四）

以

降
に

各
地
で

作

成
さ

れ
た

も
の

で

あ
る
か

ら
、

そ
れ
以
降
に

作
成
さ

れ
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

海

住
山
寺
は

檀
家
制
度
を
採

り
入
れ

た

結
果
と

し

て
、

戒
律
研
究
に
没
頭

す
る

こ

と

が
難
し

く
な
り
、

一

方
村
民
の

葬
祭
供
養
を

担
う
必

要
に

迫
ら

れ

て
、

徐
々

に

真
言
に

特
化
す
る
よ

う
に

な
っ

た

と

考
え

ら
れ
る

。

　
と

は
い

え
、

海
住
山

寺
は

、

元
来
戒
律
研
究
の

学
山
で

あ
る

か

ら
、

基
礎

学
問
の

研

究
伝
持
は

し
っ

か

り
な
さ

れ

て
い

た
と

み
え

、

享
保

年
間
（

一

七
→

六

〜
一

七

三

六
）

に
は

海
住
山
寺
摩
尼
珠
院
の

住
侶
が

智
積
院
に

招
か

れ

て

高
座
に

上

が
っ

て

い

た
こ

と

が
、

「

瓶

原
古
今
志
」

五

之
巻
の

海
住
山

寺
の

説
明
を

す
る

箇
所
の

「

本
堂
」

の

項
に

「

御
厨
子
ハ

堂
形
の

厨
子

、

享
保
年
中

洛
東
智

積
院
の

高
座

、

当
山
摩
尼
珠
院

の

住
僧
隆
観
法
印
の

造
立
也

、

（

後
略
X
『

加
茂
町
史
』

第
四

巻

資
料
篇
1、

三

五

二

頁）
」

と

あ
る

こ

と

か

ら

わ

か

る
。

　
こ

の

隆
観
と
い

う
僧
が

智
積
院
で

何
の

講
義
を

行
っ

た

か
不
明
で

あ
る

が
、

こ

の

頃
に

は

海

住
山
寺
は

真
言
寺
院
化
し
て

い

た

可
能
性
も

否
定
で

き
な
い

。

あ
る
い

は

律
の

講
義
で

は

な
く
密
教

事
相
に

関
す
る

講
義
を

行
っ

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

い

ず
れ

に

し
て

も
学
山

智
積
院

か

ら

声
が

か

か

る

ほ

ど

の

学
識
を

備
え

た

僧
が

存
在
し

て

い

た

こ

と

は
、

海
住
山
寺
内
部
の

修

学
内
容
が
大
き
く
変
容
し
た

後
に

あ
っ

て

も
、

研
究
熱
心
な

僧
侶
を

育
成
し
て

い

く
下
地

が

失
わ
れ

な

か
っ

た

こ

と

を
示
す
も

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

四

　
海
住
山
寺
所
蔵
の

近

世
・

近

代
聖
教
類
か

ら

見
る

、

海
住
山

寺
と

智
山
・

智
積
院
の

関
わ

り

（

一
）

海
住
山

寺
所
蔵
の

近
世
・

近

代
聖
教
類
概
要

　
隆
観
が
緒
と
な
っ

た

か

は

不
明
で

あ
る

が
、

そ
の

後
海
住
山

寺
は

智
山
派
と

の

交
流
を

深
め

て

い

っ

た

と

み

え
て
、

江
戸

末
期
に

は

智
積

院

第
三

十
六

世

能
化
範
慧
（
一

七
八
八

〜
一

八

五

〇）

を

輩
出
す
る
に

至

る
。

　
海
住
山

寺
に

所
蔵
さ

れ

て

い

る

近
世
・

近
代
の

聖

教
類
は

、

多
く
は
こ

の

範
慧
に

よ
っ

て

収
集
さ

れ

た

も
の

で

あ

り
、

範
真
（
隆

範
・
一

八

四
九
〜
一

九
〇

五）

に

よ
っ

て

収

集
さ

れ

た

聖
教
が

そ

れ

ら

に

次
い

で

多
い

よ

う
で

あ
る

。

い

ま
だ

調
査
は

継
続
中
で

あ
る

が
、

十
八

世

紀
か

123
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第
2
世

祐
宜

1

第
31
世

亮
海

5

第
50
世
　
　
武
藤
範
秀
　
　
16

第
7
世

運

敞

2

第
32
世

海
応

6

第
8
世

信
盛

1

第
36
世

範
慧

”
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@
　　

　

@
　

　

@
　　

　

@
　

@

@
嚠　

　

@
　

@

@
　　

　

@
　

@

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
1

　
　　

　

@
　

@

@
　　

」

@
　

　
　
　

@

　
　
　
　

l　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

I
※

Q考<TAB>

13
世

<TAB>

 
ｶ

1<TAB>

 
8世
<TAB>

株
@<TAB>1

<TAB>

14
世

<TAB>

q
興

1

第
39
世

隆

栄
<TAB>1

海

寢
C住
山

將
蝠

寺<TAB>

第

1

世

<TAB>
快
侃

1

世
<TAB>佐

々

ﾘ
義

ﾍ

2<TAB><TAB>

範

^
（
隆
範

j

 
b

　
　
洞
泉

　
　
運
助
<TAB>
蹣
2491

第

22

世
<TAB>
動

潮
<TAB>31<TAB>

第

43

世
<TAB>
金
剛
宥

性
<TAB>5<TAB><TAB><TAB>

第

25
世

<TAB>
慈
順
<TAB>

第
44

世
<TAB>
佐

伯
隆
基
<TAB>1<TAB><TAB><TAB>

第
27

世
<TAB>
英
範

<TAB>13<TAB>

第
45

世
<TAB>
船

岡
芳
勝

<TAB>2<TAB><TAB><TAB>

第

28
世

<TAB>
謙

順

<TAB>5<TAB>

47

世
<TAB>
瑜

伽

教
如
<TAB>8<TAB><TAB><TAB>

ら
二
十

世
紀
に
海

住
山
寺
に

在
住

し
た

僧
に
よ
っ
て
所

持

し
た

聖
教

が
ま

と
め
て
保

管

さ
れ
て
い

る

と
が
確

認

さ
れ

て
お
り
、

近
世
中
後

期
か

ら
明

治
・
大
正

期
に
お
け

る

海
住
山

寺

の
様
相

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
貴
重
な

史
料
群

で

あ

こ
と
は

明
確

で

あ

る
。
ま

た

こ

の

頃

の

海
住
山

寺
は
、

範
慧

を
始

め
と
し

て
、

智
山

・

智
積

院

で
重
職

を

担
う
人
物
を

多

く
輩
出

し
て

り

、

そ

の
た
め

智
山

派
の

関

係
寺

院

智

積
院

で
の

法

要
次

第
等
も
多

く

保
管
さ
れ

て
い
て
、
同
時

期
の
智

積
院
で
の
伝
授
の

あ
り

方
を
知
る
上

で
も
重
要
な

史

料
群
で
あ

る
こと

を

指

で

き
る

。
な
お

そ
の
ほ

と

ん

ど

は
事

相
関
係

の
聖
教
で
あ

っ

て

、
海

住
山
寺

が
十
八

世

紀
に
は
律

院
か
ら
真

言
寺

院

へ
と
変
化
し

て

い

た
こ

を
裏

付
け

る
も

の

で
あ

る

。

　
こ

れ

は
も
ち

ろ
ん
、
智
積
院
の
歴
代

能
化
に
関
係
（

著
作

・

授
与
・
書

写
底
本
所
持
・
校
合底

本

所
持

・

現

物

所

持

の
い

ず

れ
か
に
関

与
）
す

る

聖

教

あ

る
程
度
の

数
含
ん
で

い
る
が
、

調
書
に
反
映

さ
れ
て
い

る
第
五
十

世
範
秀
（

一
八
六
六

〜
一

九
四
二
）

ま
で

の
関
係

聖
教

の
点

数
を
挙
げ

る

ﾆ
、
以
下
図

表
【
C
】

の
よ
う
に

な
る
。

　
【
C
海

住
山
寺
所

蔵
近
世
噸

近
代
聖
教

類
の

う
ち

・
智

積
院

能
化

に
関

係
す

る
も
の
】

　

　

　

　

こ

れ
に
よ
っ

て
指
摘
し

て
お
き
た

い
こ
と
は
、

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

集

者
で
あ
る

範
慧
を
除

け
ば
、
智

積
院
歴
代
能

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

化

の
中
で
は

、
第
二
十

二
世
の
動

潮
（
］
七
〇

九
〜

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
一
七
九

五
）
に
関

係
す
る
聖

教
が
突
出
し

て
多
い
こ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
と

で
あ
る
。

こ
れ
ら
動

潮
関
係
聖
教

の
多
く
は

範

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
慧
の
所
持

本
で
あ
り

、
範
慧
が

智
積
院
歴

代
能
化

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

　
　
　

　
　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
の
中
で

は
特
に
動

潮
を
意
識

し
て
聖
教

を
収
集
し

　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
て
い

た
こ
と
が

わ
か
る
。
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真 言宗智山派と海住山寺 （大谷）

し

て

い

て
、

範
慧
が

動
潮
に

直

接
師
事
し

た
こ

と

は

な
い

。

動
潮
は

「

智
山
第
一

の

事
相
家
」

と

称
さ

れ

る

人
物
で

あ
り

、

彼
の

関
係
聖

教

が

範
慧
の

元
に

集
ま
っ

て

き
た

こ

と
も

そ
う
し
た

点
で

は

不
思
議
で

は

な
い

が
、

実
際
に

は

動
潮
は

実
は

海
住
山
寺
が

位
置
す
る

瓶
原
に

ゆ

か

り
が

深
く

、

海
住
山

寺
僧
に

多
大
の

影
響
を
与
え

て

い

た
こ

と

が

海
住
山
寺
所
蔵
聖
教
調
査
を

通

じ

て

明
ら

か

に

な
っ

て

き
た

。

（

二
）

動
潮
の

師
、

洞
泉
性
善
と

海
住
山

寺
僧

　

動
潮
は

、

武
蔵
長
久
寺
の

光
如
に
つ

い

て

出
家
し
、

後
に

智
積
院
に

登
っ

た
。

智
積
院
で

は

湛
慧
に
つ

い

て

唯
識
・

倶

舎
・

華
厳
を
修
学

し
、

醍

醐
寺
の

実
雅
か
ら

幸
心

流
を
受
け

、

さ
ら

に

洞
泉
・

梅
寮
か

ら

も

教
え

を
受
け
て

、

幸
心
一

流
の

秘
奥
を
究
め
た

と

さ

れ
る

。

ま
た

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ
19一

寛
順

に

も
受

法
し

、

仁
和
寺
の

宥
証
か
ら

伝
法
院

流

を

相
承
し

た
と

い

う
。

　
【

D

唐
招
提
寺
蔵
「

性
善

画
像
」

と

裏
書
】

（
『

密

教

大
辞
典
』

よ

り

転

載）

　
こ

れ

ら

動
潮
の

多

く
の

師
の

う
ち

、

洞
泉

性
善
二

六

七
六
〜
一

七

六

三
）

は
、

醍
醐
山
に

学
び

報
恩
院
寛
順
の

法
を

受
け
た

人
物
で
、

「

事
相

の

達
匠
」

と

し
て

名
高
く
各
地
で

多
く
の

伝
授
を
行
っ

た
。

ま

た

彼
に

つ

い

て

特

筆
す
べ

き
は

、

海
住
山
寺
の

膝
元
に

位
置
す
る

貞
福
寺
に

住

し
、

後
に

東
大
寺
戒
壇
院
・

真．
言

院
の

長
老
を

兼
務
し

た

律
僧
で

も
あ

　
　

　
　
　

　（
20）

っ

た

こ

と

で

あ
る

。

彼
の

画
像
の
一

つ

は

現
在
唐
招
提
寺
に

お

さ
め

ら

れ

て

お

り
、

性
善
が

律
宗
全

般
に

影
響
を

与
え

た

人

物
で

あ
っ

た
こ

と

が

推
測
さ
れ

る
。

　

彼
は

自
ら

署
名
す
る

場

合

「

瓶

原
芯
芻
」

を

自
称
し

て
い

た

よ

う
で
、

唐
招

提

寺
蔵

「

性

善
画

像
」

に

八

十

歳
の

時
に

記
し

た

裏
書

き
に

も

「

宝
暦
五

年
八

月
十
九

日
瓶

原
＋

必

要
性
善
備
撫

誌
」

と

自
署
し

て

お

り
、

ま
た

海
住
山

寺
所
蔵
聖

教
の

奥
書
き
に

も
、

七

十
三

歳
の

時
の

自
署
が
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以

下

の

よ

う
に

み

ら

れ
、

瓶
原
に

深
く

愛
着
の

情
を

抱
い

て
い

た
こ

と
が

知
ら

れ

る
。

　
　
「

誦
経
導
師
作
法
」

（
27
函
3
号
4
番）

奥
書

　
　

右
以

醍
峯
密
教
院
弘
中
心
僧
都
本

　
写
之

了

　
　
（
一
七

四

八）

　
　

寛
延
元
年
戊
辰
八

月
十
八

日

　
瓶

原
　
＋

必

蒭
性
善

　
　

文
政

十
一

戊
子
年
二

月
一

日

書

写
畢

　
佐
山

　
＋

必

蒭
乗
章

　
　

文
久
二

壬

戊
星
八

月
六
日
書
写
了
　
羽
生

　
末
葉
栄
憲

　

性
善
が

住
し
た

と

い

う
瓶
原
の

貞
福
寺
は

、

「

瓶
原

古
今
志
」

三

之
巻
に

以

下
の

よ

う
に

紹
介
さ

れ
て

お

り
、

開
基
不
明
で

あ
る

も
の

の
、

元
来
禅

宗
寺
院
だ
っ

た

も
の

が

享
保
年
中
（

一

七
一

六
〜
一

七
三

六）

頃
に

律
院
と
し

て

再
興
さ
れ

、

そ
こ

に

洞
泉
性
善
が

入
っ

た

と

伝
え
ら

れ

（
21）る

。

　
　
　
　

貞
福
寺

　
　

開
基

し
れ

す
、

（

中
略）

本

尊
藥

師
る

り
光
如
来

、

古
仏
の

名

作
也
、

并
に

両
光
菩
薩

、

脇

本
尊
三

尊
の

弥
陀

并
に

十
二

神
将
は

新
仏
也

、

　
　

其
む
か

し

は

禅
宗
の

寺
な

り
し

か
、

享
保

年
中
よ

り
施
主

有
て

再
興

、

律
院
と

改
ま
つ

た

り
、

当
住
の

律
師
洞
泉
和
尚
は

、

生

国
東
仙

　
　

信
濃
国
松
代
の

出
生

也
、

其
祖
父

は

俗
性
和
田
氏
に

し

て
、

難
波
戦
前
後
し

ば

ー
武
功
有
り

、

和
尚
は

真
言
古
義
律
醍
醐
小
野
流
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

シ
ハ

く

　
　

し

て
、

し
つ

た

ん

の

末
学

、

当
代
名
誉
の

師
た

り
、

屡

道

徳
奇
特
の

事、

く
わ

し

く

別
に

伝
有
り

、

後
略）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「

瓶
原
古

今
志
」

三

の

巻、

『

加
茂
町
史
』

第
四
巻
　
資
料
篇
1
、

三

三

二

〜
三
三

三

頁）

　

当
時
は

永
禄
十

年
（
一

五
六
七
）

に

三

好
・

松
永
の

兵
乱
に

よ

っ

て

全

焼
し

て

し

ま
っ

た

東
大
寺
戒
壇
院
が

、

慧

光
の

努
力
に

よ
っ

て

再

興

さ
れ

よ

う
か
と

い

う
時
代
（
享

保
＋
八
年
に

上

棟
落
慶）

で

あ
り

、

近
隣
の

国
分
寺
も
慧

光
に

よ
っ

て

律
院
と

し

て

の

再
興
が

準
備
さ
れ

て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

「

瓶
原
古
今
志
」

三

の

巻

の

「

国
分
寺
」

の

項
に

は
、

寛
保
年
中
（
一

七
四
一

〜
一

七
四
四）

に

住
持
の

覚
城
に

よ
っ

て

書
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
壇）

「

国
分
寺
記

文
縁
起
」

を

引
用
し

な
が

ら

「

享
保
の

末
年

、

南

都
東
大
寺
戒
檀
院
再

興
の

律
師

恵
光
比
丘

、

当
寺
を
再

建
の

大
願
み

て

ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（
22）

て

遷

化
の

後、

其
徳
四

方
に

残
り

、

国

分
律
寺
と

改

り
、

又

時
有
て

諸
堂
再

興
可
レ

有
記
文
縁
起
如
レ

件
」

と

紹
介
さ

れ

て

い

る
。
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つ

ま

り
十
八

世
紀
前

半
の

瓶
原
は

、

東
大
寺
戒
壇

院
の

復
興
を
受
け

て
、

律
院
再

興
の

静
か

な
ム

ー

ブ
メ

ン

ト

が

起
こ

っ

て
い

て
、

そ
の

う
ち
の
一

つ

が
貞
福
寺
で

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

そ
し

て
、

前
に

紹
介
し
た

仏
生

寺
が

そ
う
で

あ
っ

た

よ

う
に
、

貞
福
寺
の

内

部
で

も
、

密
教
の

伝
授
が

さ
か

ん

に

行
わ

れ
た

。

智
積

院
第
二

十
二

世

能

化
の

動

潮
も

ま
た

、

宝

暦
八

年
（
一

七

五

八
）

に

貞
福

寺
で

洞

泉
性
善
か

ら

「

文
殊
五

十
万

遍
作
法
」

を

受
け
た
一

人
で

あ
る

。

　

　
「

文

殊
五

十
万
遍

作
法
」
（

30
函
23
号
）

奥
書

　

　
宝

暦
八

年
戌
寅
春
二

月
於
成
州
瓶
原
貞
福
寺
　
奉
伝
授
洞
泉
性
善
大

和
上

了

　
求
法
杜
多

動
潮

　

　
寛
政
元
己
酉

　
奉

伝
授

動
潮
大
和
上

之
日

以
御

本
書
写

之
訖

　
総
州

香
浦
　
諦

慧
三

＋

動
潮
は

、

宝
暦

年
間
（
一

七
五
一

〜

六
四）

に

動
潮
が

洞
泉

性
善
か

ら

受
け
た

諸
尊
法
の

伝
授
を
主

な
材
料
に

し

た

と

考
え
ら

れ
る
手

鑑
『

三

宝

院
流
洞
泉
相
承
口

訣
』

二

十
七
巻
を
ま
と

め

て
い

る
こ

と

か

ら

も
知
ら

れ
る
よ

う
に

、

多
く
の

法
を

性
善
か

ら

受
け
て

い

る
。

そ
の

舞
台
の

一

つ

が

性
善
が

本
拠
地
と

し
て

い

た

貞
福
寺
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
、

動
潮
は

こ

こ

に

足
繁
く
通
っ

た

で

あ
ろ

う
こ

と

が

推
測
さ
れ
る

。

　

ま
た

当
時
の

「

事
相
の

達

匠
」

に

教
え
を

請

う
た

め

貞
福

寺
へ

向
か
っ

た

の

は
、

「

智
山

第
一

の

事
相
家
」

だ

け
で

は
な

か
っ

た
。

そ
の

山
上

に

位
置
す
る

海
住
山

寺
僧
も

、

足
繁
く
洞
泉

性
善
の

下
へ

通
い
、

さ
ら
に

性
善
の

自
筆
本
を

貞
福
寺
か

ら

拝
借
し

、

海
住
山

寺
へ

持
ち

帰
っ

て

書
写
を

行
っ

て
い

る
。

　

　
「

曼
陀
羅

供
私
記
」
（
30
函
65
号
4
番
）

奥
書
（
表
紙
「

海
住
阜
／
沙
門
光
恵
」

）

　

　
右
一

巻
者
以
東
大

寺
戒
壇
院
長
老
光
明
台
院

長
官
　
洞
泉
性
善
大
和
上

御
本
謄

写
之

　

　
宝

暦
十
四

甲
申
年
三

月
十
七
日

於
海
住

峯
宝
篋
院

閣
筆
　
金
剛
乗
仏
子

泰
道
光

恵
卅
八

　
こ

の

奥
書
き
に

見
え

る

宝
暦
十
四

年
（

一

七

六
四）

は
、

洞
泉

性
善
の

死

後
の
一

年
後
で

あ

り、

お

そ
ら

く

師
で

あ
っ

た

性
善
を

忍
ん

で

「

謄
写
」

し
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

書
写
者
の

泰
道

光
恵
（

一

七
二

五

〜）

は
、

お

そ

ら
く
以

前
か
ら

性
善
か
ら
教
え
を

受
け
て
い

て
、

師
の

死

後

に

あ
っ

て

も

師
の

遺
し

た

物
を

書
写
す
る

こ

と

で

そ
の

遺
法
を

継
こ

う
と
し
て
い

た
こ

と

が

推
測
さ
れ

る
。

　
な

お

光
恵
は
、

海
住
山

寺
子
院
で

あ
る

不
動

坊
の

定
与
が

正

徳
二

年
（
一

七

＝
一
）

の

貞
慶
五

百
回

忌
を
記
念
し

て

編

集
し
た

と

考
え

ら
れ
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る

『

海
阜
遺
編
』

を

宝
暦
六
年
（

一

七

五
六）

年
に

書
写
し
て

い

る
。

興
福
寺
末
寺
と

し

て

開
山
の

貞
慶
を

讃
え
な
が

ら

も
、

「

真

言
宗
」

を

自

称
す

る

当
時
の

海
住
山
寺
の

実
体
を
、

光
恵
は

よ

く
体
現
し

て

い

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
い

ず
れ

に

し

て

も

海
住
山

寺
僧
は

貞
福
寺
と

密
接
に

関
係
し

て

お

り
、

そ
こ

に

は

聖
教
の

や

り
と

り
も
存

在
し

て
い

た

こ

と
が

史
料
か

ら

は

明

確
で

あ
る

。

貞
福
寺
の

性
善
は

前
述

し

た

と
お

り
、

東
大
寺
戒
壇
院

長
老
で

あ
る

。

鎌
倉
期
に

戒
壇
院
長
老
を
務
め

た

凝
然
2
二

四

〇

〜
一

三

二

ご

は

海
住
山

寺
僧
の

依
頼
を

受
け
て

『

四

分
戒

本
疏
賛

宗
記
』

を

著
し

て

お

り
（

『

四

分
戒
本
疏

賛
宗
記
』

奥
書
）

、

同
じ

南
都
の

律
院

と

し

て

両

寺
は

早
く
か

ら

交
流

が

あ
っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

う
し
た

こ

と

か

ら

海
住
山

寺
は

洞
泉
性
善
と
い

う
事
相
の

匠
を

通
じ

て
、

動
潮
と

出

会
い

、

智
積
院
と
の

繋
が

り
を
よ

り
深
め

て

い

っ

た

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。
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（

三
）

動
潮
の

弟
子

、

諦
慧
と

海
住
山

寺
僧

年

号

茜
摩

年
齢

　 総

鑓
毳
宿

箋
曁

事

勢
典
拠
史
料
名

　

寛
政
元

年
（
一

七
八

九
）

、

動
潮
は

京
都

洛
北
の

上
品
蓮

台
寺

、

清
和

院
、

大
報
恩

寺
な

ど

の

現
在
智
山

派
と

な
っ

て

い

る

寺
院
で

多
く
の

弟
子

に

事
相
伝
授
を

行
い

、

ま
た

そ

の

際
に

自
身
所
持
の

典

籍
を

書
写
さ
せ

た

り
、

校
合
の

た

め

に

使
用
さ
せ

て

お

り
、

そ
の

関
係
聖

教
が

多
く
海
住
山
寺
に

所
蔵
さ

れ

て

い

る
。

前
に

掲
載
し

た

「

文

殊
五

十
万
遍
作
法
」

奥
書
も

、

そ
れ

を

表
す
一

例
で

あ
る

。

上
品
蓮

台
寺
は

、

大
正

期
ま

で

は

智
山
化
主
の

隠

居
寺
と

し
て

活
用

さ

れ

て

い

た
よ

う
で

あ
る

か
ら

、

能
化
職
を

辞
し

た

後
の

動

潮
を

慕
っ

て

弟

子
が

集
い
、

そ

れ

に

応
じ

て

適
当
な

周
辺

の

寺
院
を

選
ん

で

伝
授
が

行
わ

れ

て

い

た

の

で

あ
ろ

う
。

海
住
山

寺
に

は
、

こ

の

時
の

弟
子
の
一

人
で

あ
る

諦

慧
（
一

七
五
五

〜
）

の

所
持
・

書
写
本
が

多
く
収
集
さ

れ

て

い

る
。

　

海
住
山

寺
所
蔵
の

聖

教
類
か

ら
、

諦
慧
に
つ

い

て

わ

か

る

と
こ

ろ

を

ま
と

め

る

と
、

以

下
の

図
表
【

E
】

よ

う
に

な
る

。

　【
E

諦
慧

年
譜】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

れ
ら

諦
慧

関
係
の

聖

教
類
は
、

多
く
は

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

範
慧
に

よ
っ

て

収
集
さ
れ

た

よ

う
で

あ
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

が
、

一

方
で

「

海
住
沙
門

光
恵
」

の

識

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

語
を
有

す
る

も
の

も

あ
る

。
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寛
政
元

（
一

七

八

九）

三

十
三

六

月
〜
八

月

動
潮
の

自
筆
書
写

本
を

多
く
書
写
す
る

こ

と
を

許
さ

れ
る

。

　
「

伝
法
灌
頂
伝
聞
記
」

（

30
函

71
号）

　
「

二

四

字
」

（

30
函
45
号
1
番）

　
「

五
部
肝
心
記
」

（
30
函

19
号）

　
「

北
斗
七

星
延
命
経
」

（

27
函

38
号
5
番）

　
「

略
念
誦
法
　

金
」

〔
28
函
m
号
1
番）

　
「

略
念
誦

法
　
胎
」

（

28
函
m
号
2

番）

　
「

潅
頂
巻
」

（

27
函
95
号）

　
「

文
殊
五

十
万
遍
作
法
」

（
30
函
23
号）

八

月
六

日

　
動
潮
か
ら

幸
心
流
の

伝
授
を

許
さ

れ

る
。

　
「

伝
授
目
録
」

（
30
函
93
号）

寛
政
十
一

（
一

七

九

九）

四
十
三

七
月
以

前
　
滋
賀
県
日

出
山
神
照

寺
無

量
寿
院
の

第
二

十
三

世
に

補
任
さ
れ

る
。

　
「

当
院
法
流
相
続
事
」

（
28
函

踟

号）

寛
政
十
三

2
八

〇

こ

四
十
五

一

月
一

日

　
「

七

夜
待
大
事

付
日
天
行
一

度
大
事
」

を

作
成

「

七
夜
待
大
事

付
日

天
行
一

度

大
事
」

（
30
函

18
号
4
番

a）

文
化
四

（
一

八

〇

七）

五
十
一

四

月

十
日

　
宏
範
か
ら
小
野
流
の

許
可

印
信
を

授
与
さ
れ

る
。

　
「（
許
可
印
信
小
野

）

」

（
28
函

87
号

6
番）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

「

十
八

道
加
行
作
法
」

（
28
函

囲

号）

奥

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

圭
目

（

表
紙
伝
領
識
語
「

海
住
沙
門

　
光
恵
」

）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

日

出
山
無
量

寿
院

法
印
諦
慧
授

与

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

光
恵
は

、

他
の

史
料
か

ら
一

七
二

五

年
生

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ま
れ
で

あ
る
こ

と
が

わ
か
る

か

ら
、

諦
慧

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

が
無
量
寿
院
の

住
持
に

就
い

た

と

考
え
ら

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

れ
る

時
期
に
は

す
で

に

七

十
歳
に

達
し

て

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

い

た

こ

と

が

わ
か

る
。

光
恵
は

先
ほ

ど

も

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

見
た

よ

う
に
、

貞
福

寺
に

住
し

た

洞

泉
性

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

善
に

師
事
し

て
い

た

と

考
え
ら

れ

る

が
、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

そ
の

後
も
生
涯
を
通

じ
て

弟
子
の

動
潮

、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

孫
弟
子
の

諦
慧
と
交
流
を

続
け
て
い

た

で

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

あ
ろ

う
こ

と

が
こ

の

史
料
か

ら

知
ら

れ

る
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

こ

う
し
た

海

住
山

寺
の

智
山

派
へ

の

傾

倒
は
、

範
慧
の

登
場
に

至
っ

て

決
定
づ

け
ら

れ

る
こ

と
に

な

る
。

諦
慧
関

係
聖
教
類
を

多
く
収
集
し
て

い

た
彼
は

、

動
潮
ゆ

か

り
の

法
則
を

用
い

て
、

諦
慧
が

住
職
を

勤
め

た

無
量
寿
院
で

結
縁
灌
頂
を

行
っ

た
。

　

　
「

結
縁
灌
頂
三

摩
耶
戒
」

（

27
函
18
号
4
番）

奥
書

　

　

寛
政
元

年
々

次
巳

酉
四

月
以

動
潮
阿
サ

リ

御
本
對
比
一

授
畢

　
口
□

杜
多
祐
永

　

　

誌
甕

揖
星

於
江

州
神
照
寺
無
量

寿
院
□
室
一

獲
与
之
刻
一

校
了

順

悪
（

花
押
）

　

　

墓）
安
永
癸
巳
秋
九

月
六
日
以

動
潮
口
口
之

本
書
冩
記

　
沙
門
慈
忍
生

年
柾

＋

又
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前
に

述
べ

た

よ

う
に

範
慧
は

動
潮
に

関
係
す
る

聖
教
を

多
く
収
集
し
て

い

る
が

、

善
と

懇
意
に

な

る

に

し

た

が
っ

て
、

動
潮
と

そ
の

弟
子
筋
と

の

関
係
を
深
く
し

、

え
る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　
こ

の

よ

う
に

海
住
山

寺
は

以

前
か

ら

真
言
化
の

兆
し

を

見
せ

て

い

た

も
の

の
、

い

を
濃

厚
に

行
う
よ

う
に

な
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

ま
　

と
　

め

こ

れ
は

海

住
山

寺
僧
が
、

麓
の

貞
福
寺
に

住
し
た

洞
泉
性

そ
の

親
交
を

深
め
て
い

っ

た

伝
統
の

上
に

あ
る

も
の

と
い

洞
泉
性
善
の

貞
福
寺
住
持
以

降
は
、

智
山
派
と
の

付
き
合

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
以
上

に

み

て

き
た

よ

う
に

、

海

住
山

寺
は

永
正

年
間
頃
ま

で

は

貞
慶
の

遺
誠
を

護
り
抜
き

、

戒
律
道
場
と
し

て

の

体
裁
を

保
ち

続
け
て
い

た

が
、

天

正

の

太
閤
検
地
の

頃
か

ら

退

転
す
る

子
院
が

あ
と

を

絶
た

ず
存
亡
の

危
機
に

立
た
さ

れ

る
こ

と
と
な

る
。

海
住
山
寺
は

檀
家
制
度

を

採
り
入

れ

て

存
続
を

図
る

上
で
、

戒

律
研
究
を

離
れ

ざ
る

を

得
ず

、

結
果
と

し
て

真

言
へ

と
傾

倒
し

て

い

っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

遅
く
と

も
延

享
二

年
の

時
点
で

は
、

自
他
共
に

「

真
言
宗
」

で

あ
る

と
い

う
認
識
を
も
っ

て

い

た
こ

と
が

明
ら

か

で

あ
る

。

　

真
言

宗
の

中
で

も
と

り
わ

け
新

義
真
言
の

智
山
派
と

の

親
交
を

深
め

て

い

っ

た

理
由
は

明
ら
か

で

は

な
い

が
、

あ
る
い

は

当
時

学
山
と
し

て

名
を
馳
せ

て

い

た

智
山

は
、

戒

律
研
究
道
場
と
し

て

長
く
存
続
し
続
け
た

海
住
山
寺
の

僧
に

と
っ

て
、

実
践
と

研
究
の

両
者
を
と

も
に

重

要
視

す
る

点
に

お
い

て

相
通
ず
る
と

こ

ろ

が

あ
っ

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

海
住
山
寺
は

す
で

に

享
保
年
中
に

は

智
積
院
に

招
か
れ
て

講
義
を

行
う
ほ

ど
の

人
材
を

輩
出
し

て

い

る

が
、

麓
の

貞
福
寺
に

「

事
相
の

達
匠
」

洞
泉
性
善
が

住
し
、

そ
こ

へ

後
の

智
積
院
能
化
の

動

潮
が

出
入

り
す
る

と

い

う
環
境
が

整

う
と
、

智
積
院
と
の

関

係
は

か

な

り

緊
密
な

も

の

へ

と

な
っ

て

い

っ

た

よ

う
で

あ
る

。

海
住
山

寺
が

史

料
上

で

「

真
言

宗
」

を

自
称
し

始
め

る
の

は

ち
ょ

う
ど
こ

の

頃
で

あ
る

。

洞

泉
性
善
は

戒
壇

院
長
老
に

も
な
っ

た

律
僧
で

あ
っ

た

か

ら
、

海

住
山
寺

僧
と

の

交

流
が

よ

り
活
発
で

、

彼
が

事
相
に

長
け
て

い

て
、

そ
れ

を

動
潮
が
相
続
し
た

と

い

う
と
こ

ろ

が
、

海
住
山

寺
の

教
学
の

そ
の

後
の

方
向
性
を

決
定
づ

け
た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　
こ

う
し

た

環
境
の

も
と

、

動
潮
の

弟
子
で

あ
る

諦
慧
な

ど

と

も

関
係
が

で

き
、

範
慧
は
諦

慧
が

動
潮
か

ら

直
接
に

書
写
を

許
さ
れ
た

聖

教
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一

括
を

海
住
山

寺
へ

と

移

動
さ

せ
、

ま

た

諦
慧
が

住
持
を

務
め

る
（

務
め
た
）

滋
賀
県
の

神
照
寺
無
量

寿
院
で

結

縁
灌
頂
を

行
う
な
ど

、

よ

り

積
極
的
に

動
潮
と
の

弟
子
筋
と
の

交
流
を

深
め

て

い

っ

た
こ

と
が
わ

か

る
。

　

こ

の

よ

う
に

海
住
山
寺
は

真
言
化
し

て

い

く
こ

と
で

そ

の

寺
運

を

現
在
に
つ

な
い

で

い

っ

た

と

考
え
ら

れ

る

が
、

他
方

多
く
の

律
院
が

や

は

り
近
世

か

ら

近
代
に

か

け
て

海
住
山

寺
同
様
に

真
言
宗
へ

と

傾
倒
し

、

現
在
も

真
言
宗
に

所
属
し

て

い

る

こ

と
は

興
味
深
い

。

今
回
明

ら

か
に

な
っ

た

よ

う
に

、

享
保
年
中
に

あ
っ

て

も
律
院
は

中
興
さ
れ

て

い

る

も
の

の
、

そ
の

中
で

は

事
相
の

授
受
が
さ
か
ん

に

行
わ

れ

て

い

た

よ

う
で

あ
り、

海
住
山
寺
僧
が

師
事
し

た

洞
泉
性
善
は

、

復
興
さ
れ

て

間
も
な
い

東
大
寺
戒
壇
院
と

兼
ね

て

真
言
院
の

長
老
職
に

も

就
い

て

い

る
。

こ

う
し
た
こ

と

は

当
時
の

律
院
・

律
僧
と
い

う
も
の

を
考
え
る

上

で

重
要
で

は

な
い

か
と

思
う

。

す
な
わ
ち

律
僧
は

、

む

し

ろ

真
言

の

修
法
を

行
う
前
提
と

し
て

持
律
を

求
め

ら
れ

、

こ

れ

に

応
え
る

存
在
で

あ
り

、

律
院
は

そ

う
し
た

僧
の

共
同
研
修

道
場
と
し

て

成
立

し

て

い

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ
う
し
た

実
態
が

あ
っ

た

か
ら
こ

そ
、

海
住
山
寺
も

含
め

て
、

多
く
の

律
院
が
近
世
・

近
代
に

宗
旨
の

決
定

を

求
め

ら

れ
た

時
に

「

真
言
」

を
名
乗
る
こ

と
に

な
っ

た

の

で

は

な
い

か
と

考
え
ら

れ

る
。

こ

の

点
に
つ

い

て

は

今
回
検
討
し

た

と

こ

ろ

か

ら

だ

け
で

は

断
言
で

き
る

問
題
で

は

な
い

の

で
、

今
後
の

課
題
と

し
た
い

と

思

う
。
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真言宗智山派と海住山寺 〔大谷）

　
【

付
記】

本
稿
執
筆
の

た

め
の

智
積
院

新
文
庫
所
蔵
聖

教
の

調
査
閲
覧
等
に

際
し
、

真
言
宗
智
山
派
御
当
局、

石
川

隆
教
師
（

智
山

年
表
編

纂
室
主

幹
〉

、

田
口

秀
明
師

（

智
山

年
表
編
纂
室
助

手
）

、

な
ら

び
に

科
研
代
表
者
の

宇
都
宮

啓
吾
先
生
に
、

多
大
な
る
ご

高
配
を

賜
り
ま
し
た

。

ま
た

海
住
山

寺
所

蔵

聖
教
の

調
査

閲
覧
に

際
し
て

は
、

海
住
山
寺
住
職
の

佐
脇
貞
憲
師、

な
ら

び
に

調
査
代
表
者
の

苫
米
地
誠
　

先
生
に

多
大
な
る
ご

厚
恩
を
賜

り
ま
し

た
。

記
し
て

感
謝

申
し
上

げ
ま

す
。

　
な
お

本
稿
は

、

智
山

勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（

共
同
研
究）

の

成
果
の
一

部
で

あ
り、

日

本

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（

特
別
研
究
員
奨
励
費）

に

よ
る

研
究

成
果
の
一

部
で

あ
る

。

丁 註

「

海
阜
遺

編
」

所
収
（

『

賀
茂
町
史
』

第
四
巻

、

資

料
編
1

、

一

二

九
〜

＝
二

〇

頁
）



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六十二 輯

（

2
）

　
『

増
補
続
史
料
大
成
』

所
収

（

3
）

　
『

春
日
大
社
文
書
』

巻
五

　
第
一

〇
八
七
号

（

4
）

　
『

春
日
大
社
文
書
』

巻
五

　
第
一
一

〇
二

号

（

5
）

　
「

海
阜
遺
編
」

所
収
（
『

賀
茂
町
史
』

第
四

巻
、

資
料
編
1

、

一

五

八

頁
∀

（

6
）

　
「

瓶
原
財
産
区
有
文
書
」

所
収
（

『

加
茂
市
史
』

第
五

巻
　
資
料
編
2

、

二

九
〇

頁
に

転
載）

（

7
）

　
「

瓶
原
財
産
区
有
文
書
」

所
収、

（

『

加
茂
市
史
』

第
五

巻
　
資
料
編
2

、

三
二

八

頁
に

転
載）

（

8
）

　
『

大
和
古
寺
大
観
』

巻
7

（

岩
波
書
店、

一

九

七

八
）

所
収

（

9
）

　
田

中
稔
「

海
住
山

寺
」

（

『

大
和
古
寺
大
観
』

巻
七
、

一

九
七
八
）

。

な
お
田
中
稔
氏
は
、

論
文
中
の

注
一

七

に
、

校
訂
し
た

資

料
全

文
を

掲
載
し

　
　
て
い

る
。

　
　
　

な

お
、

ず
い

ぶ

ん

時
代
が

下
っ

た

史

料
で

は

あ
る

が
、

天

和
四

年
（

＝
ハ

八
四
）
二

月
の

「

興
福
寺
書
上
」

（

『

春
日

大
社
文
書
』

五
、

第

＝

〇

　
　
二

号）
に

は
、

興
福

寺
末
寺
と

し
て

「

城
州
海

住
山

寺
」

と
と

も
に

「

城
州
平
等
院
」

も

書
き
上

げ
ら

れ
て
い

る
。

平
等
院
は

創
建
当
初
か

ら

園

　
　

城
寺
の

末
寺
で

あ
る

が
、

十
五

世
紀
頃
か

ら

真
言
宗
と

浄
土

宗、

ま
た

天
台
宗
と
浄
土

宗
と
の

問
で

管
理
権
を
め
ぐ
っ

て

争
論
が
起
き
て
い

る
。

　
　
こ

う
し

た

争
論
を
受

け
て

、

天

和
元
年
（
一

六
八

こ
寺

社
奉

行
の

裁
定
に

よ
っ

て

天

台
宗
の

最
勝
院
と

浄
土

宗
の

浄
土
院
の

共
同
管
理
が

決
め

ら

　
　

れ
た

が
、

そ
の

後
も

争
論
は

継
続
し

た
よ

う
で

あ
る

か
ら

（

『

日

本
歴

史
地

名
大
系
』

（

平
凡
社
）

参
照
）

、

こ

の

管
理

権
争
い

に

な
ん

ら

か
の

縁
故
を

　
　

根
拠
と
し
て

興
福
寺
が

参
入
を

図
っ

た

時
期
が

あ
っ

た

の

か
も
し
れ

な
い

。

推
測
の

域
は

出
な
い

が
、

あ
る

い

は
寛
喜
三

年
頃

、

山
城
国

分
寺
と

　
　

海
住
山

寺
と

を
末
寺
に

従
え
た

平
等
院
が

、

興
福
寺
の

末
寺
で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と

も
あ
り
得
た

の

か

も
し

れ
ず、

そ
う
し

た
こ

と
が

天
和
四

年

　
　
の

「

興
福
寺
書
上
」

の

根
拠
と
さ
れ

た
の

か

も
し
れ
な
い

。

（

10
）

　
田
中
稔
「

海
住
山
寺
」

（
『

大
和
古
寺
大
観
』

巻
七

、

一

九
七

八
）

十
一

頁
、

田
中
氏
が
典
拠
と

す
る

『

海
住
山
寺
史
材
料
』

に
つ

い

て

稿
者
未
見

。

（

11
）

　
文

部
省
宗
教
局
編
『

宗
教
制

度
調
査
資
料
　
第
十
二

輯

　
享

和
七

年
諸
宗

法
度

書
』

（

文
部
省
宗
教
局、

一

九
二

四
）

な

お

『

宗
教
制

度
調

査
資

　

料
』

の

閲
覧
に

は

国
立
国
会
図
書
館
の

近
代
デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ
ー

を
使
用
し
た

。

（

12
）

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

。

寛
保
二

年
（

一

七

四
二
）

に

「

民
間
之
童
子
源
誡
」

が

収
集
し

た

も
の

を
、

延

享
五

年
二

七
四

八
）

に

無

名
園

古
道

　
　
（

村
井
勝
九

郎）
が

書
写
し
た

も
の

。

瓶
原
の

名
所
旧

跡
、

神
社
仏
閤
な
ど

を
集
め

た

近
世
地

誌
類
の
］

つ

で
、

壱
〜
五

之
巻
と
追
補

、

附
録
の

全
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七

巻
を
四

冊
に

ま
と

め

て
い

る
。

本
稿
で

は

『

加
茂
町
史
』

第
四

巻
　
資
料
篇
1
に

活
字
化
し

て

収
め

ら
れ
た

も
の

を

使
用
し

た
。

（
13
）

　
「

瓶
原
古
今
志
」

は

「

民
間
之

童
子
源
誠
」

に

よ
っ

て

編
集
さ
れ
た

も
の

で

あ
る

か
ら

、

子

院
末
寺
の

宗
旨
に
つ

い

て

は
、

そ
れ

ら

寺
院
の

自

　

　
称
で

は

な
く

、

源

誠
は

じ

め
村
の

人
々

の

認
識
に

よ

る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

「

真
言

宗
」

と

表
記
さ
れ

た

す
べ

て

の

寺
院
は
「

代
々

真
言
宗
の

　

　
僧
住
す
」

な

ど

と
、

以

前
か
ら

長
く
真
言
寺
院
で

あ
っ

た

と

認
識
さ
れ

て
い

た
こ

と

が

わ
か

る
。

（
14
）

　
丸
括

弧
内
は

「

瓶
原
古
今
志
」

で

の

表
記

（
15
）

　
以
下

に

挙
げ
て

あ
る

聖
教
の

う
ち
、

3．
『

梵
網
経
古

迹
要
義
鈔
』

、

6．
『

梵
網
経

古
迹

補
忘
抄
』

は
、

拙
論

「

智

積
院
新
文
庫
所

蔵
の

戒
律

　

　
関
係
聖

教
群
に
つ

い

て
」

（

宇
都
宮
啓
吾

研
究
代
表
『

智

積
院
聖
教
に

お

け
る

典
籍
・

文
書
の

基

礎
的

研
究
』

、

平
成
20
年
度
〜
平
成
22
年
度
科

学

　

　
研
究
費
補
助
金

基
盤

研
究
（
B
）

研
究
成

果
報
告

書
、

二

〇

二

年
三

月）
、

「

智

積
院
新
文
庫

聖
教
に

み
る

十
五

〜

十
六
世
紀
の

戒

律
研
究
に

つ

　

　
い

て
」

（
『

印

度
学
仏
教
学
研
究
』

第
六

〇

巻
第
二

号
〔

通
巻
第
一

二

六
号
〕

、

二

〇

＝
一

年
三

月）

に

お
い

て
、

家
原
寺
近
隣
の

極
楽
寺
地
蔵
院
関

係

　

　
聖

教
類
と
し

て

扱
っ

た
。

こ

れ

は

智
積
院
新
文

庫
蔵
の

他
の

聖

教
類
に
、

極
楽
寺
地

蔵
院
関
係
聖
教
が

多
く
み

ら

れ
た

こ

と

と
、

そ
れ

ら
の

奥
書

　

　
か

ら

家

原
寺
と

極
楽
寺
地
蔵
院
と

の

密

接
な

関
係
が

う
か

が

え
た
こ

と

に

由
来
し
た

も
の

で

あ
っ

た

が
、

本
稿
を

作
成
す
る

に

あ
た
っ

て
、

『

海

　

　
阜
遺
編
』

の

記
載
か

ら
、

当
時
は

海
住
山
寺
に

も
地

蔵
院
が

あ
り

、

そ
こ

に

本
聖

教
の

奥
書
に

み

ら

れ

る

「

空
盛
」

「

空
弘
」

な
ど
が

存
在
し
て

　

　
い

た
こ

と
が

確
認
で

き
る

こ

と
が

わ

か
っ

た
。

よ
っ

て
、

こ

れ

ら
の

聖
教
も
ま

た

海
住
山

寺
由
来
の

聖
教
で

あ
る

こ

と

が
判
明
し
て

い

る
。

ま
た

　

　
7．
『

般
若

波
羅
蜜

多
心

経
幽
賛
巻
下
』

は
、

戒
律
に

は

直
接
関
係
の

な
い

聖

教
で

あ
る

こ

と

か
ら

以
前
の

論
考
で

は

取
り
扱
わ
な

か
っ

た
。

智

　

　
積
院
新
文

庫
内
に

は
、

現
在
判
明
し
て
い

る

だ

け
で

計
七

点
も
の

海
住
山

寺
関
係
聖

教
が

由
来
し
て

い

る

こ

と

に

な
る

。

以
前
に

私
が
執

筆
し
た

　

　
内
容
の
一

部
に

は

不
備
・

誤
り
が

生
じ
て
い

る
こ

と
を
、

こ

こ

に

記
し

て

注
意
喚
起
し

た
い

。

　

　
　
な
お

、

各
典
籍
の

書
誌
事
項
を

以
下

に

記
す

。

1．
『

四
分
比
丘

戒
本
』
（

折
本
・

写
本
・

27
函
4
号
）

　

　
　
　
　
（
一
四

四一．
じ

　

　
　

奥
書
「

嘉
吉
二

年
壬

戌
卯
月
日

以

常
喜
院

談
義

本

書
写
焉

并
交
点
之

　

　
　
　
　
（
一
四

六
一
）

　

　
　
　
　
　

寛
正
二

年
辛
巳
二

月
日

以

千
手
院

御
本

書
写
之

　

海
住
山

住
心
院

覚
晴

　

　
　
　
　

　
　
（一
五

五

五）

　

　
　
　
　
　

青
天

文
廿
四

乙

卯
二

月
吉
辰

拝
借

斯
本

書
写
焉

　

海
住
山

　
玄
順

　
宗
盛
」

　

　
　

表
紙
「

第
廿
七

函

　
海
住
山

寺
玄
順
」

「

宗
盛
」
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3 24

『

梵
網

古
迹

鈔
』
（
袋
綴
装
・

写
本
・

39
函
13
号
）

　

表
紙

「

五

帖
之
内

　
三

十
九
函
」

「

海
地
玄

順
房
」

「

宗
盛
」

『

梵
網

経
古
迹

要
義
鈔
』
（
四
ッ

目
袋

綴
装
・

写
本
・

39
函
24
号
）

　

　
　
　
　
　（一
五

〇

三）

　

第
一

奥
書
「

文
亀
三

年
麒

九
月
廿
六
日

写
之

畢
　
主
空

弘
三

七

歳
」

　

　
　
表
紙
「

順

尊
房
」

「

永
盛
」

　

　
　
　
　
　

　
（一
五

〇

三）

　

第
二

奥
書
「

于

時
文
亀
三

年
竢

霜
月

晦
日

　
右
筆
者
空

弘
証

七

　
恵
覚
増
勝
　
広
度
人

天
　
薫
習
増
進
　
不
退

菩
提
」

　

　
　
表
紙
「

五

帖
之
内
」

「

順
尊

房
」

　

　
　
　
　
　（一
五

〇

五）

　

第
三

奥
書

っ

水

正
二

年
卯
月
廿
七
日

於
地

蔵
院
書
写
畢
　

被
見
之

仁

南
無
釈
迦
牟
尼
仏
版

右
筆
空

弘
L

　

　
　
表
紙
「

五

帖
之
内
」

「

順
尊

房
」

「

永
盛
」

　

第
四

表
紙
「

五

帖
之
内
」

「

順
尊

房
」

「

永
盛
」

　

　
　
　
　

二

五
Q
三）

　

第
五

奥
書
「

文
亀
三
猴

七
月
十
日

写
之

畢

主

空
弘

三

七

歳
」

『

梵
網
経
古
迹
要
義
鈔
』

（

袋
綴
装
・

写
本
・

39
函
25
号
）

　

　
　
　
　
　
（一
四
八

四）

　

第
］

奥
書
「

文
明
十
六

年
騨

卯
月
七

日

　
本
主

慶
継
之

　
右
筆
　
相
模
公

　
聖
順
房
以
本
写
之

訖
」

（

別
筆）

「

新
坊
内
順

定
」

　

　
　
本
文
末
「

祐
盛
」

　

　
　
表
紙
「

五

帖
内

第
二

巻
闕
本
　
卅
九

函
」

「

順

定
」

「

慶
継
」

　
（

第
二

欠）

第
三

奥

書
・

写
本
云

た

驪

鐔
二

月
＋
二

日

於
中
尾

坊
書

写
畢

後
見
之

仁

南
無
釈
迦

牟
尼

仏

箸
筆

成

灘

于

時
文

霧
塾

　

　
　
　
　
之

暦
妃

茖
賓
初
八

之
天
増
口

於
瓶
原
側

　
幽
松
軒

下
点

五

箇
日
光
陰

写
功
終
訖

祐
筆
周
宏
知
A
叩

」

（

中
略
・

略
語
な

ど
の

解
説
が

　

　
　
　
　

あ
る
）

　

　
　
　
　
　

　
（
一
四

八

四）

　

　
　
　
　

于
時
文
明
十
六

年
駻

七

月
九
日

写
功
修
筆
　

雖

多
悪
筆
其
憚

依
難
去

御
所
望

拭
老

眼
　
書

写
之

誠
是

為
当
来

値
遇

頓
証
仏
果

　

　
　
　
　
也

　

右

筆
定
舜
　

文
主

定
玄
中
坊
住

L

（

別
筆
）

「

新
坊
内
順

定
」

　

　
　
本
文
末
「

祐
盛
」
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表
紙
「

五

帖
内
」

「

順

定
」

「

慶
継
」

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（一
四

七

四）

　
　
　

第
四

奥
書
「

写
本
云

　
文
明
六

年
押

八

月
六

日

於
中
尾
坊
書
写
了

　
被

見
之

仁
南

無
釈
迦

牟
尼
仏
瓧

右
筆

成
継
廿
七

　
　

　

　
　

　
　

于

時

蕣
杯

議
三

月
廿
六

日

写

功
修

訖
被
見

壅
可
被
思

舎
叉
差

胡
徽
一

反

箸
周
宏

斈
宗
盛

　
　

　

　
　

　
　

　

　（一
四

八

四）

　
　

　

　
　

　

于
時

文
明

十
六

年
騨

八

月
日

海
住
山
寺

中
坊
文
主

慶
継

　

右

筆
相

模
（
別

筆
）

「

新
坊
内
順
定
」

　
　

　

　

首

題
下

「

祐
盛
」

　
　

　

　

本
文
末
「

祐
盛
」

　
　

　

　
　

　
　

　
2
四

八

四）

　
　

　
第
五

奥

書
「

文
明
十
六

年
騨

卯

月
五

日
写
功

畢

右

筆
相

模
公

　
聖

順
房
以

本
写
之

訖

本
主

慶
継
之

（

別
筆）

「

新

坊
内
順

定
」

（
別

筆）

「

祐

　
　

　

　
　

　

盛
」

　
　

　

　

表
紙
「

五

帖
内
」

「

順

定
」

「

慶
継
」

5．
『

梵
網

経
古
迹
補
忘

抄
』

（

四
ッ

目
袋
綴
装
・

写
本
・

39
函
6
号
）

　
　
　

第
一

表
紙
「

十
帖
内
二

三

四

ノ

三

巻
闕
本
」

「

目

録
第
十
九

七

帖
之
内

　
三

十
九

函
」

「

中
坊
」

「

慶
英
」

　
　

　（

第
二
・

三
・

四

欠
）

　
　
　

第
五

表
紙
「

十
帖
内
」

「

第
三

十
九

函
」

「

中
坊
」

「

慶
英
」

6．
『

梵
網

経
古
迹
補
忘

抄
』

（

四
ッ

目
袋
綴
装
・

写
本
・

39
函
7
号
）

　
　

　（
第
一

〜

五

欠
本
）

　
　

　

　
　

　
　

　（
一
五
一
五）

　
　

　
第
六

奥
書

コ

永

正
十
二

年
乙
亥

卯
月
自
十
日
至

晦
日

古
迹
上

巻
分
廿
日
二

談

畢
　
聴
衆
高
坐
之

衆
老
若
六
人

寺
家
之

衆

賢
老
坊

他
寺
坊

　
　

　

　
　

　

科

他
坊

玄
順

坊

其
外

賢
種
坊

種
勝
坊

他
者
坊
時
之

聴
聞
也
　
誠
不
義
々

之
雖
憚
多

依
所
望

如
形

奉
読
者
也

空
盛
五

＋

四

オ
」

　
　

　

　
　

　
　

　
2

五
一
五）

　
　
　

第
七

奥
書

「

水

正

十
二

年
死

五

月
三

日
　一

見
了

地

蔵
院
空
盛
五

十
四

才
」

　
　

　

　

表
紙
「

地

蔵
院
空
盛
」

「

空

盛
」

　
　

　
第
八

奥

書

▽

艇
血

彑〉→

年
乙

亥
五

月
七
日

一

見
了

空
盛
五

＋
四

オ

　
於

古
迹
談
義

可

多
誤
錯

悉
以

本
譲

観
音
自
在
境
界

者
也

且

為
令
法

久

　
　

　

　
　

　

住
利
益

法
界

且

為
自
他
満
足
無
上

菩
薩
也

後
尺
之

人
者

南
無

観
自
在
菩

薩
　
一

返
L

　
　

　

　

表
紙
「

地

蔵
院
空

盛
」

「

空
盛
」
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（
一
五
【
五）

　
　
　

第
九

奥
書

コ

水

正

十
二

年
妃

四

月
十
一

日

一

見
了

古
迹

談
義

千
万
々

々

雖

憚
多

依

所
望

如
形

訓

読

毎
日
無

懈
怠

未
刻
沙
汰
申
者
也

　
　

　
　

　

　

無

智
懈
怠
之

上

定
而
可
有

俣
錯

雖
然
任
若
不

誹
謗

仰
推
如
来
之

補
処

悉
以

奉
譲
深
位
地
上
之

菩
薩
一

切
之

如
来
者

万
一

諸
海

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
乞
力）

　
　

　
　

　

　

之
一

滴

有
叶
道
理
者

遠
近
之
尺

聞

其
外
与

頂
下

無
聞
平
等
々

々

利
益
無
辺

空
盛
五

十
四

歳

　
談

義
之

前
十

善
戒

後
者
心

経
一

　
　

　
　

　

　

巻

慈
救
呪

廿
一

反

毎
日
L

　
　

　
　

表

紙
「

地

蔵
院
空
盛
」

「

空
盛
」

　
　
　

第
＋

奥
書

匙
鍠
煙

驫
八

月
自

＋
三

具
土

廿
三

日

軽

戒
毎

呈
鳴

於
尺
迦
堂

当
二

臈

約
談
畢

於
文

躄
非
者

奉

蕎
尊
者
也

地

　
　

　
　

　

　

蔵
院
空
盛

六

＋
五

L

7
　
『

般
若
波
羅
蜜

多
心

経
幽
賛
巻
下
』

（

折
本
装
・

写
本

⊥

帖
・

22
函

7
号
）

　
　

　
　

奥

書
「

雖
為
教
学
深
聖

　
依
不

文
抄
詞
正

本
真
跡
依
上

筆
闕
所
　
雖
為
後
見
哢

多
端
以

貶
節
陳
写
畢

　
然
則
預
慈
氏
明
神
加

披
至

開
語
入

　
　

　
　

　

　

地
乃
至

普
利

た

讒
匹
呪

六
月
中

吾
城
州

海
住
山

明
禅

実
胤
耐

（
16
）

　
海
住
山

寺
蔵

。

海
住
山
寺
の

子

院
不
動

坊
の

住
持

定
与
が

、

海
住
山

寺
の

旧
記
や

古
書
を

抄
録
し、

自
身
の

見
解
を

も
述
べ

た

も
の

で
、

前
・

　
　

後
・

続
の

三

冊
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

が
、

後
篇
は

現
存
し

な
い

。

後
編
は

専
恵
法
印
が

相
承
し
、

前
・

続
の

両

篇
は

登
大
路
村
の

秋
田

氏
に

伝

　
　

え
ら

れ

た

も
の

を
、

専
恵
の

弟
子
の

泰
道
光
恵
が

書
写
し
て

い

る
。

前
篇
は

宝

永
六

年
（
一

七
〇
九
）

成
立

、

宝
暦
六

年
二

月
二

十
二

日
（

一

七

五

　
　
六
）

書
写

、

続
篇
は

正
徳
二

年
（

一

七
一

二
）

成
立

、

宝
暦
六

年
二

月
九
日

書
写
で

、

成
立
に

あ
た
っ

て

は

正

徳
二

年
の

開
山

貞
慶
の

五

百
年
忌
が

　
　

意
識
さ
れ
た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

本
稿
で
は

『

加
茂
町

史
』

第
四

巻

　
資
料
篇
1
に

活

字
化
し

て

収
め

ら

れ

た

も
の

を

使
用
し

た
。

（
17
）

　
『

海
阜
遺

編
』

前
編
（

『

加
茂
町
史
』

第
四

巻

　
資
料

篇
1
、

一

五
一

頁
）

（
18
）

　
『

海
阜
遺

編
』

前
編
に

収
め

ら

れ

た

「

海
住
山
寺
旧

記
」

の

記
述

に

は
、

　
　

　
　一

、

天

正

十
七

年
、

瓶

原
へ

長
束
大

蔵
正

家

殿
検
地
、

海
住
山

寺
住
侶
十
人
余

、

田

畠
四

町

拾
反

余
支
配
之

田
畠
二
、

高
五

十
四

石
余
ノ

請

　
　

　

検
地
、

（
『

加
茂
町
史
』

第
四

巻
　
資
料
篇
1

、

一

五
一

頁）

　
　
と
あ
る

。

ま
た
こ

の

記
事
に

よ

り、

海
住
山
寺
の

検
地
は

天

正

十
七

年
に

行
わ

れ
た

こ

と

が
わ
か
る

。

（
19
）

　
『

密
教
大
辞
典
』

参
照

。

（
20
）

　
『

密
教
大
辞
典
』

参
照

。
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（
21
）

　
な
お

「

瓶
原
古
今
志
附
録
」

の

登

大
路
村
の

部
に

は

次
の

よ

う
に

あ
っ

て
、

開

基
が

行
基
に

求
め

ら

れ

て

い

る
。

　
　
　
　

貞

福
寺

　
　
　
　

或
日

、

秘
聞
記
を

考
に

、

此

寺
は

昔
人
皇
四

十
五

代
聖
武

帝
、

本
朝
最
初
国
分
寺

御
建
立
の

始、

開
山
行
基

大
僧
正
の

自

院
を

造
立

あ
り
し、

　
　
　
　

其

古
跡
也
、

故
に

本
尊
藥
師
如
来

并
聖
徳
太

子
二

歳
の

御
影
ハ
、

開
山
自
刀
自
作
に

し
て
、

残
し

置
給
ひ

ぬ
、

　
　
　
　

山
城
瓶
原

貞
福
寺

、

無
本
寺

、

新
律
院
澣

剤
聯
註

跏

髄

　
　
　
　

聖
武
皇
帝
の

勅
願
所

、

行
基
菩
薩
の

開
基
也

、

当
時

住
主
の

洞
泉
律
師
性
善
大
和
上
は
、

当

時
密
ノ

乗
の

香
口

、

奇
特
霊
験

、

別
伝
に

く
わ

　
　
　
　

し
、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

「

瓶
原
古
今
志
附
録
」

、

『

加
茂
町
史
』

第
四
巻

　
資
料
篇
1

、

三
七
三

頁）

（

22
）

　
「

瓶
原
古
今
志
」

三

の

巻
（
『

加
茂
町
史
』

第
四

巻
　
資
料
篇
1
）

三

三

七

頁

〈

キ
ー

ワ
ー

ド
〉

智
山

派
、

智
積
院

、

海
住
山

寺
、

律
院、

真
言

、

近

世
、

動
潮

、

性
善

［

追
記］

論
中
に
ふ

れ

た
よ

う
に

、

海

住
山

寺
の

近
世
・

近

代
聖
教
の

調
査
は

現
在
も

継
続
中
で

あ
る

。

平
成
二

十
五

年
二

月
に

行
っ

た

調
査
に
お
い

て
、

論
中
で

扱
っ

た
諦
慧
に

関

す
る

印
信
が
大
量
に

発

見
さ
れ

、

諦
慧

自
身
が

海
住
山

寺
の

関
係
者
で

あ
っ

た
可

能
性
が

極
め

て

高
く
な
っ

た
。
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